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読害科学の研究

教育学的研究（1）読解指導＊

国立国語研究所村石昭三群

本項にあげた文献リストは，国立国語研究所編「国語

年鑑’67」（秀英出版)の所収する件名カードにしたがって

作成した。そして研究展望は，教育科学国語教育，国語

教育研究(以上,明治図書〉の雑誌を中心にしかも話題的に

構成したものである。それゆえ，この方向とはちがった

他の単行本，雑誌（教育国語，実践国語〕など所収の論

文には紙面の制約上ここにとりたててあげるまでになっ

ていないことを読者におことわりする。

'65年度から’66年度へ

昨年度（'65年度）の読解指導の動向として，本稿で

は，

話題的には，児言研の一読総合法とそれに対する批

判，輿水実の基本的指導過程論など，あるいは民間教

育団体の読解をめぐる論争などにぎやかな幕はあき，

そして幕は閉じた。一方，中沢政雄をチーフにした国

科研（国語教育科学研究会）の実験授業といった地道

な成果も注目された。

と述べた。では，’66年度はどうであったか。

上述のように，筆者は指導法論争に｢幕は閉じた｣と述

べたが，今にしてふれば，少々うかつであった。動向に

対する予見に誤まりがあったことを反省しているが，そ

の論争は実は本年度もひきつぐことになったが，内情的

には若干異なる方向に進ゑつつあると判断している。す

なわち，互いに論争を通じての黒白論争は手控え気味に

して，重点は，それらの理論固めと授業実践を通しての
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証拠固めという方向があらわになってきたといえるであ

ろう。いつぽう，国語科教育のなかでは，学習指導要領

の改訂がようやく山にさしかかりつつある年ではあった

が，その影響と問題凝視はこの系列上にある雑誌の紙面

上ではあまり感じられなかった。

ここ数年の読解指導の話題は「指導過程」で通ってき

ている。鈴木敬司(66)は,戦後国語教育実践20年の現実

と課題というテーマで読解指導にふれ，読解指導の動態

に加えて，ソビエト教育学の「指導過程」が日本に紹介
●●●●

され，授業研究が盛んになって，「何を，どのように」

という話題が「どのように」一本に注がれるようになっ

たという。まことに，「どのように」は読解指導の焦点

化された話題になったが，それだけに，読解指導の他の

側面にある「地道な科学研究」が軽くなっていることに

気づく。その中で，国科研の同一教材による読解指導の

比較研究や読解と思考との関連(77)(18）(39)(50）の研究

は本年度もひきつがれているほか，日本読書学会が文部

省の科学研究費により，読書能力の開発に関する研究を

とりあげているのは，その意味で注目されるところであ

る。

読解指導過程に関する論争は，雑誌「教育科学国語教

育」「国語教育研究」「教育国語」の中でにぎわしてい

るが，雑誌以外でも，教研集会での話題になっていると

いわれる。山口信三は日教組教育研究集会レポートの分

析，紹介を国語教育研究No.7でしているが，レポート

に現われている指導過程を大別すると，いわゆる三段階

方式（三層読み－教科研）と一読総合法（児言研）の

ふたつである。各県での実践記録を概説した上で，ふた

つの指導過程について，「いずれもまだ，結論をだす段
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階ではないようであるが，このような実践に即した研究

を重ね，検討していくことによって，いかなる方法が最

もよいのか，あるいは目的により，教材によって，方法

を変えるべきなのか，など明らかになるであろう｡」と

述べている。科学的な立場での評価はさらに将来に持ち

こすことになろう。

一読総合法をめぐって

一読法・三読法は対立的なネーミングであるだけに，

ジャーナリズムの話題となりやすい。（3）一読総合法は

一回だけ読むのかといった常識的批判は影をひそめた。

児言研（7）では基本的な図書「一読総合法」を刊行し

奈良小学校(76)では，「一読総合法の授業分析」を刊行

したが，児言研での当事者たちの関心は，教育科学国語

教育に承るかぎり,一読総合法の主要な軸にしている｢表

象形成」「関係づけ」などの概念整理に関する論文が目

だつ｡林進治(11）の｢読承における関係づけとその考察」

の提案では,読承の本質にふれ,石山修平は体験構造がそ

のまま文章の構造だと云っているが，そうは思わない。

文章はそういうものでなく，最初から判っているものを

ことばに変えていくというのではなくて，最初の発想と

いうものがしだいに流れていく間にことばを得，分析さ

れ，総合されていく過程でひとまとまりの思想が作り上

げられていくというようなものだ｡」と述べている。こ

の点では大方の承認をえているが，さて，そこから，読

承の本質がそのようなものであれば，読承における通読

は果たして必要かどうかという問題に発展する。

通読の必要性の有無は問題の契機として，一読総合法

と他の指導過程論とを区別する争点となっており，教育

科学国語教育では，「説明的文章の読解で導入段階で全

文通読が必要か」(20）（38）という特集をした。一読総合

法について，小林喜三男は通読は不必要，ときに有害で

さえあると述べ，段階読承の立場（田村正己)，基本的

指導過程の立場（小川末吉)，プログラム学習の立場(宮

川利三郎)，機能的国語教育の立場（中沢政雄)，主体的

学習の立場（大原輝夫）では，いずれも通読は必要であ
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るという見解をとっている。

もっとも，一読総合法，主体的学習の立場は両者と

も，「はじめに読承手ありき」（｢はじめに文章ありき」

と対照させて）をキャッチフレーズにしているが，通読

の必要性に関しては対立した見解をとっているところを

承ると，指導過程を規定するものは何かが討議されなけ

ればならぬ｡教育科学国語教育では｢指導過程を規定する

ものはなにか」（15）の特集をくんでいる。それについ

て井上敏夫は生活的な読み，渡辺宏は教師と子どもに横

たわっている非連続的なコンテクストを弁証法的にとら

えること，村松友次は読ゑ手主体の心唯過程，黒滝チカ

ラは言語と認識が指導過程を規定すると述べている。読

承を文章中心におくか読ゑ手である児童中心におくか，

また両者の働きあうところに視点をおくかによって分か

れるようである。

文学的教材と説明文教材とで指導過程はことなるかと

いうこともひとつの課題である。指導過程は異なるが読

承の本質は同じという立場と，読承の本質，指導過程と

も同じだという説とその反対の立場などいろいろとある

(73）。いずれも言語でいえば，ラングで承るか，パロ

ールでみるかという問題の分岐とも関連する。

指導過程の歴史的検討も文化遺産の継承か否定かの問

につらなることとして必要なことである。飛田多喜雄は

注訳主義の指導過程，野地潤家は形象理論，林進治は解

釈学，蓑手重則は芦田教式，中沢政雄は戦後の指導過程

にふれている（13）。

望月久貴(40)は明治初期の文章読解教授法に論及し

ている。

第2の争点は，行動主義的な立場から承れば，読解授

業における児童の発言の問題である。一読総合法の授業

では，たしかに児童の発言は活発であることが，多くの

参観者の体験するところであるようだ。発言調査によれ

ば，三読法では指名発言が各時間とも多く，教師による

子どもの授業への参加は積極的であることは認められる

が，児童の自由発言が少ないのが問題であることシ逆に

一読総合法では児童の発言が多く，一回の発言の長さを
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.承ると，一問一答のあれか，これかの発言とは異なり，

発言の長いのが特徴といったことが指摘されている。も

っとも，それが何を意味するかは今後の課題だとゑなけ

れぱならぬだろう。児童の発言が多ければ主体的な読象

が行なわれていると承ることができるのか，教師の発言

が多ければ，教師のおしつけが強いと承ることができる

家のか，児童の発言は指導技術によってでてきた，要する

に行動的な反応でないかどうかという問題などなどがあ

､る。

心理学者の発言

指導過程に対する心理学者の発言として，波多野完治

'(9)が奈良小公開研究会（6月25日）で特別講演した内容

が注目される｡かれはまず,現代心理学の特徴にふれた上

で，読承の構造と一読総合法に及ぶ。読みとは静的なも

のを動的なものに変える過程，弁証法的な過程であると

述べ，石山理論は三層構造をそのまま固定して，読ゑの

教育に定着させようとしたものだ。一読総合法はユニッ

トをひとつの文章の単位になる部分の内部に求めること

によって，この三層構造を実現していこうと考えたと理

論づけをしている。そして三読主義とはちがったもの

の，発想，発見であるとし，「閉じられた教育主義の読

解法ではなく，開かれた，真に科学的な読み方理論であ

る,」と結んでいる。

もっとも，そのユニットのとり方に今後の課題がある

とし，また，一読総合法の評価を現行の他の指導過程と

の比較の上で行なった結論でないことには注意しなけれ

ばならぬであろう。

基本的指導過程

読解の基本的指導過程は輿水実によって提唱された

が，昨年度にひき続いて大きな話題の中心となった。そ

の趣旨「個々の指導過程の根底にある共通の指導過程で

ある。指導過程はめいめいのやり方を持っている。ま

た，教材によって，それぞれ多少違ったことをする。し

かし，その根底にある，根底に考えられるひとつの指導
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過程，そういうものを基本的指導過程とよぶ｡」は，多

くの教師によって興味と関心をよぶことになった。

教育科学国語教育では，「基本的指導過程は成立する

か」という特集をくゑ，砂沢喜代次，吉田昇，飛田多喜

雄，望月久責ほか(41）（56）の各氏の批判を記述させた

が，のち，その批判に対する批判は輿水実によって誌上

発表された。

これに対する一読総合法の立場からの批判も多く行な

われたが，逆に一読総合法への見解が輿水実（27）によ

って行なわれたのは，「読解学習の改造」であり，①ア

メリカは一読法かという問題への回答（本当は再読法で

あること）②読解学習指導の場にいろいろな他の学習指

導を持ちこまないこと，③主題の押しつけなどやめるこ

と，についてふれている。なお，波多野完治('0)には

「アメリカの一読総合法」という論文がある。読解指

導過程のインターナショナルな位置づけとして注目され

る。

別に読解指導過程として注目されるいまひとつのもの

は構造論である。沖山光(55）の「意味構造にたつ読解

指導」の展開がある。また，三枝康高(57）の単行本な

ど。

読解指導と読書指導

読解指導・読書指導の同床異夢的な違和感は'66年度

においても解消されなかった。読書指導を行なうものに

とって，読解指導過程論争はどのように映ずるのであろ

うか，逆に，読解指導に没頭する者からふた読書指導研

究家の見解はどう評価されるであろうか。これに関する

一読総合法対石井桃子をめぐる，ある記事はこうであ

る。

「ムギと王さま」（ファージョン作，石井桃子訳）を

一読総合法実践家が教材としてとりあげるについて，石

井桃子は「ムギと王さま」は，教材としてネチネチと扱

うものでなく，子どもがすなおに読んで楽しめればいい

ものではないか，という意味のことを言われた。石井さ

んの頭には，現行教科書で，現在の教え方が考えられて
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いて，その上での感じと考えられるのであるが，ぼくら

は（一読）総合法による取り扱い一子どもの文章に対

するイメージを十分に展開させつつ読ませ，いわゆる主

題読みに中心作業をもってこない－によれば，十分に

教材として生かされると思ったのである。石井さんのご

意見は別にして，文学の作品を，すなおに読む，寝ころ

んで気楽に読んで，そのおもしろさ，美しさをすなおに

感じられればいい，それが美しければ，おもしろけれ

ば，心のどこかに印象づけられて，いつか思いだしたり

心の糧としてたくわえられると考えるようなことがあ

る。しかし，さっと読んで美しい印象をたくわえられる

ようになるためには，ザッとしたことがら，あら筋が分

かっただけではだめであり，部分の珠玉性が伝わるため

には，作品全体におけるその部分の珠玉性がはっきり定

位されなくては不十分である。（以下略）

いささか，長い引用になったが，読解指導と読書指導

を考えるひとつの契機になるであろう。読解の指導過程

に関して，読書指導家からの見解の開陳があらためて期

待されるものである。
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国語’66-1027-32310～14

27．興水実：読解学習の改造教育科学国語教育’66－108

－11126～131

28．説明的文章の読解と直観教材の関連教育科学国語教育

’66－28－259～70小竹省三：表現のイメージ化からイ

メージの表現化へ大矢遇：直観教材の利用には限度がある

29．小竹省三：読解学習形態の改造明治図書’66-9

30．小山清中測正尭末宗邦夫山田夏樹伊藤隆弘：（共

同研究）読解指導における図式化国語教育研究（広島大）

’66－91243～63

31．黒滝チカラ：読み方を教える手順－まず一読法と三読法

とを検討して一教育科学国語教育’66－58－664～

72

32．技術研究会：一読総合法と言語要素とりたて授言砦一横浜市

立奈良小学校参観記一総合教育技術’66－721－5120

～124

33.京都市教育研究所：「段落の要旨を読みとる能力」を測定

するテスト形式についての研究’66-3

34．丸野平一郎：文学的文章の読解をどのように進めるか実

践国語’66-1227-32577～81

35．増岡明海老原務大島三千代関口幸男谷小夜子東

房国雄針谷康信〔共同研究〕：説明文の機能的読解と作文

実践国語’66-1227ー3261～35

36．小松提案への意見〔シンポジウム〕国語教育研究’66－9

3－320～43松山市造：基本作業の整理を野村純三：説

明文読解法の前進山下七郎：主体的読みをそだてる基本作

業益子広則：「コトバの魔術やぶり」へのみごとな指向

37．三橋誠一：読解と作文の関連指導法を求めて実践国語

’6←427－31732～35
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38．説明的文章の読解で導入段階に全文通読が必要か教育科

学国語教育’66－28－226～46宮川利三郎：プログラ

ム学習の立場から中沢政雄：機能的国語教育の立場から

大原輝夫：主体的学習の立場から

39．茂木悦郎・折茂圭三・南雲寿美雄：物語文の読解指導過程

に関する研究一子どもの思考過程を中心として－研究紀要

24（群馬県教育研）’66－529～56

40．望月久貴：明治初期文章読解教授法について国語科教育

’66－31333～40

41．中沢政雄；説明文教材等の基本的指導過程を検討する教

育科学’66－18－138～43

42．中沢政雄：国語教育における説明文読解指導の意義と今後

の問題国語教育科学’66－96－94～17

43．中沢政雄：要点の科学国語教育科学’66－106－10

15～23

44．中沢政雄：段落の科学国語教育科学’66－126－12

14～25

45．中村昌司：「現代国語」において読解力を高めるための指

導はどのようにしたらよいか国語研究12（新潟県高校教育

研）’66-毛116～130

46．中津留喜美男：読解能力の指導国語教育科学’66－1

6－131～36

47．野田弘：表現過程の追跡法一その筆者想定とはなにか－

〔問題提起〕実践国語’66－327－31661～64

48．野田弘：筆者想定は学習指導にどう変化をもたらすか〔問

題提起〕(2)実践国語’66－427－31764～68

49：野田弘：筆者想定(3)－その思想一実践国語’66－527

－31870～73

50．野地潤家：文章の読解過程における訓練（思考力養成の訓

練をどう計画すべきか）教育科学国語教育’66－88－9

13～19

51．野中幸夫：基礎となる読解技能の指導計画H実践国語

’66-1227-325106～113

52．岡崎義恵：読解と鑑賞国語通信（日本書院）’66－421

1～5

53．岡村美智子：長文の文学作品の多角的読解指導実践国語

’66－227－31523～33

54．沖浦悦夫：読解過程における文章単位の承接に関する理解
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について信濃教育’66－1196066～73

55．沖山光：読解のひとり歩き明治図書'66-4

56．大槻一夫：文学教材の基本的指導過程を検討する教育科

学国語教育’66－18－132～37

57．三枝康高：文学教材の構造をつかむ読解明治図書’66-

2

58．佐野哲也：説明的文章において文章内容の追求をどのよう

に行なったか－小三「月のかんさつ」の場合一実践国語

’66--391～108

59．佐々木郁郎：読解と作文指導の一考察実践国語’66－4

27－31728～31

60．佐々木郁郎：説明文の読解指導（問題意識に立つ読解指

導）実践国語’66－627－3427～319

61．佐藤・三木岩：説明的文章読解における指導課程の研究一

中学校三年生の論説文の要旨把握を中心として－研究紀要

23集（群馬県教育研）’66－239～50

62．沢田光蔵：低学年の説明的文章における読解の発展過程(1)

実践国語’66－427－31722～27

63．沢田光蔵：低学年の説明的文章における読解の発展過程(2)

実践国語’66－627－3193～8

64．志波末吉：中学校の読解指導明治図書’66-9

65．下山敏勝：読み方教育における文の指導教育国語’66-

12746～59

66．鈴木敬司：読解指導の問題点一戦後国語教育実践20年の現

実と課題2－教育科学国語教育’66－28－3128～135

67．田尻史朗：難解な文章の読解指導実践国語’66－627

31914～17

68．田尻史朗：聞く話す単元における読解一単元目標に即した

具体的学習指導過程の探求一実践国語’66-1227-325

63～71

69．〔主題〕説明文指導の基本的問題点実践国語’66－9

32245～77高木克己：説明的文章の段落指導佐々木郁

郎：説明文の文体研究高橋清文：説明文の指導松田正雄
0

：説明文指導Iこおける基本的問題点横山貞作：説明文と詩

や物語の読解について

70．轟乗栄：文学教材の読解指導の研究一読解操作に重点をお

く読解指導における一考察一研究紀要（群馬県教育研）

’66－22351～62

71.時枝誠記・若宮貞次・中田民夫・林武男・後藤栄・石田圭

介（司会）：〔座談会〕たどり読みの方法一時枝先生を囲ん

で－とうきょうの国語’66－43－51～4

72．和田史雄：表現過程に立った読解・鑑賞指導発展のために

H－その問題点と解決一実践国語’66－1227－32581

～84

73．文学教材と説明文教材の指導過程をめぐる問題点教育科

学国語教育’66－28－247～58渡辺宏：教育観が指導

過程を決定する高橋和夫：文章形態は指導過程を決定しな

い

74．八幡孝彦：作中人物の心理にどのようにして近づく力､－初

読の段階の場合一実践国語’66－627－31943～47

75．八幡孝彦：初読の段階における感想について実践国語

’66-1227-32571～73

76．横浜市立奈良小学校：一読総合法の授業分析明治図書

’66-5

77．吉沢輔雄・林進治・沖田千尋：特集「読むこと」における

思考I～Ⅲ国語教育（三省堂）’66－58－46～18

教育学的研究（Ⅱ）読書指導＊

亜細亜大学室伏武鍔

概観

この分野の研究や実践報告は，前年度に比べて大きな

進展がみられる。そして，これらの動向は，教育課程の

改訂作業の影響もあって，特に国語教育を中心とした報

6

告が目立っているといえよう。

（1）良書推せん

本年度の最も大きな収獲の一つは，いろいろな良書推

せんの図書が刊行されたことである。子どもの本研究会

(18)，矢崎・神宮(47)は，ともに児童文学の立場から

全
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すぐれた仕事をしている。そして，これらは共に就学前

から小学生までを対象としているところに特長がある。

こうした研究が,国語教育や図書館の立場から,また中・

高校をも対象とした図書リスト（解題つき）が刊行され

ることが今後に期待される。もっと欲をいえば，国語教

育，文学教育，図書館や児童文学などの関係者の総合的

な協力による総合的な読書指導の立場から研究がなされ

ることを希望する。

（2）一般図書

近年になく多くの図書が出版された。大浦猛等（7）

は，学級担任としての読書指導について，合田修等(16）

は，お母さんを対象として，瀬田貞三等(31)は子ども

の絵本の研究を，福田・鈴木(43)は，旧著を改訂し学

校・家庭・地域ぐるみの読書指導の実践報告を刊行して

いる。これらの中，瀬田貞三等(31）のものは，子ども

の絵本の研究とその指導の手びき書としてすぐれたもの

であり，特筆すべきものであるといえる。

このほか，高校生を対象として文学作品の読み方を中

心に展開した杉山康彦(29)や，青少年の「生きるため

の読書」を中心とした関茂(30）のものがある。

（3）雑誌

「学校図書館」と「児童心理」の二誌が読書指導を特

集している。前者は読書指導とは何かということで，後

者は本を読む子．読まない子というテーマである。また

「実践国語」は読書感想文の指導の問題提供という形

で，それぞれの立場で展開されている。

「学校国書館」は，文学教育，国語教育，生活指導，

科学教育と学校図書館とそれぞれの立場における読書指

導の特性や方法，あるいは問題点を論じている。渋谷清

視(27)は，文学による感情体験を組織化する文学教育

は文学の授業と文学の読書指導が車の両輪のような関係

をもって構造化されるものであり，読書指導は文学の読

書指導であると指摘し，長編文学の扱い方と文学作品の

選ぶことの二つの問題点を提起している。倉沢栄吉(15）

器Educationalstudieson(2)readingguidance・

燕、MUROFUSHI，Takeshi（AsiaUniversity）
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Iま，国語教育における読書指導を「読解指導」と「読書

指導」との関係において論じ，読書一読解一読書と読解

一読書一読解との相互交流的な指導のあり方にその本質

を求めている。最近，読書指導と読解指導との差異や同

一性について論議されているが，この問題の解決に一読

すべき好論文である。このほか板倉聖宣（6）は，科学

教育における読書指導を，滑川道夫(35)は，生活指導

における読書指導，渡辺茂男(49)は学校国書館におけ

る読書指導について論じている。しかし，これらの諸分

野を総合し読書指導とは何か，そのねらいやその固有性

についての吟味なしにこの課題を解決することはできな

い。この点編集上に大きな問題があるといえるし，今後

の課題として提起したい。そして，もはや常識論の時代

ではなく，もっと理論的にも，方法論においても深化さ

せることが急務であるといえる。それにつけても，「学

校図書館」にこの一年間，すぐれた読書指導の理論や実

践報告が無かったことにより大きな問題点を見いださず

にはおられない。ただ，今村秀夫〔4）が読書指導講座

を連載し，ユニークな読書指導の実践的な論文はおもし

ろく読めた程度である。

「児童心理」では，阪本一郎(23)は，読書意欲の開

発に対して心理学的な考察をしているのが目を引く。ま

た，滑川道夫(36）の読書習’慣の形成も力作としていっ

てよいだろう。石井庄司(2)，周郷博(28)，石黒修(3)

等の論文に加えて，蓑手重則(45)は，批判的読書につい

ての考察，合田修(17)，今村秀夫（5）の実践報告は近

年にない好論文といえるのではないだろうか。それにし

ても，「本を読む子．読まない子」というテーマの選び

方は問題のとらえ方があまりにも単純すぎていてわれわ

れに抵抗を感じさせる。

「実践国語」では，加部佐助(12)の読書感想文指導

の実践をとりあげて問題提起としているにとどめてい

る。しかし，一年間，定金‘恒次等の実践報告が誌面をか

ざっているが，国語科における読書指導の理論や実践

は，まだ十分に活発なものとなっているとはいえないの

ではないだろうか。
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このほか，会田雄次（1）は，大学における読書指導

の重要性を論じ，読書の標準コースの設定，思考集中訓

練を強調している。大学論のはなやかな中にあって，読

書指導の問題をとりあげた唯一のものであるばかりでな

く，好論文である。

このように図書や雑誌に現われた一般的な傾向は，二

三のものは別として，ほとんどが一般論であって，その

理論的な深化・拡充や，実践の普及はこれからの課題で

あるといえる。そして，読書科学の確立の重要性をいま

さらながら痛感するものである。

一般的研究

読書指導の研究面では，「読書科学」を中心として木

村典子(14)，大神貞男（11)，清水正男(26)，寺本俊美

（33)，渡辺正己(50)がある。それに桜井南小学校(25)，

天下茶屋中学校(34)，藤森幸雄(40)宮古小学校(46)が

ある。木村典子('4)は，青年期における人生観の確立

において読書の役割を，主として発達課題との関係で質

問紙法によって調査した。そして，望ましい読書材のあ

り方とそのリストを発表している。小さな調査ではある

がユニークな研究として注目される。それはわれわれが

読書指導を研究してゆくための基礎的な研究の一つであ

るからである。また渡辺正己(50)は，読書指導を行な

う場合，教師の期待と子どもの受けとり方にズレがある

のではないかという仮説のもとに，「百まいのきもの」

（岩波子どもの本）をとりあげて5年生を対象として人

格尊重，親切，長所短所，友情，忍耐などの五つの性格

標目を設定し，作品朗読したあとで調査したものだが，

ズレはそんなに大きくなかったとしている。また，「貧

乏な少年の話」と比較読み，重ね読みによってその指導

に効果があると指摘している。これは，日本読書学会編

の「読み物による性格形成」の適書目録を適用するため

の基礎的な研究の一つとして注目されるが，その方法論

については再検討を必要とする。

また，清水正男(261は，戦前の青年図書館員連盟の

会報や機関誌「図書館研究」を中心に，読みの場として

8

の図書館について考察をしたものである。昭和前期の図

書館の発展を中心に読書の研究として貴重な研究であろ

う。このほか，寺本俊美(33)は，集団読書指導を，求

める読書，考える読書，まとめる読書の三つの目標に，

図書選択基準を設定して読み物を選定した実践記録を寄

せている。

藤森喜雄(40)は，高校1年生178名の夏休み以降の

読書状況と9月下旬の生活時間，家庭環境などに加え，

知能検査と一学期の学習成績などを合わせて，生徒自身

と家庭内に存在する不読の原因を究明したものである。

そして，読書意欲・興味の不足,､読書能力の不足，時間

の合理的利用の努力の不足や家庭における読書に対する

関心の不足など四つの点を指摘している。不読者層のこ

うした研究がさらに深化されることを期待するととも

に，この小さな研究の意味を高く評価したい。

国語教育における読書指導

藤原宏(41)は，国語科における読書指導について，

①「読むことの能力」一読解指導と，②読解指導から

発展した読書指導であると論じている。そして，学校図

書館における読書指導との相異は，指導目標にあると指

摘している。この問題は，さきの倉沢(15)の論文と併せ

読むと，国語教育における読書指導のあり方と実際の概

要が理解されよう。しかし，それで十分にこの問題に解

決が与えられたということはできない。今後の研究が望

まれる。これに対して木村毅樹('3)は，これに加え読書

指導を人間形成や文学教育，および長文を読みとる能力

を養うことを加えて，国語科の教育課程を改善し，授業

時間を増加，週一回の読書指導の時間を特設することを

提案している。つまり，国語教育と文学教育との関係に

おいて読書指導を考えることが必要であろうとする。こ

うした問題について長沢昭治(32)は，文学教材の指導

は，これまで内容を重視し形式を軽視している。読解指

導と読書指導の二本立てとすることによって，その欠点

を補うべきであると論じている。また，文学教育の立場

に立つ渋谷清視(27)のように国語科を言語科と文学科
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とに分離し，文学の読書指導を考えている論者もある。

こうした国語教育における読書指導のあり方は，根本的

に解明されなければならない。

岩手県の宮古小学校(46)は，総合的な読書能力の発

達を促すために，読書力の診断テストの結果を分析し，

教科書との関連を図り，国語科を基底とした読書指導体

系を発表している。その指導内容は，読書指導と図書館

利用指導とを一つの体系にまとめたものである。指導単

元についての資料と指導の留意点をあげて指導の手がか

りを与え，さらにその発展として学年別の推せん図書リ

ストも用意されている。この種の研究としては充実した

ものである。

実践報告としては，松田正雄(44)は，授業の発展と

して個人一集団一個人の指導過程をとりあげている。す

ぐれた実践。また，定金恒次（19,20,21,22)は，「実践

国語」「学校図書館」に多くの実践報告を行なってい

る。特に，近代文学思潮における各思潮を代表する作家

25人を精選して，組織的．計画的に読ませる方法などす

ぐれたものといえよう。

読書感想文の指導は，斎藤はるみ著「読書感想文の指

導」（共文社･昭40)のすぐれた労作がある。大塩卓(8)，

加部佐助(12)横山貞作(48)，野村由(37)などがあり，

いずれも好論文である。実践の積み重ねが十分にうかが

える分野である。それも読書感想文コンクールの一つの

産物といえよう。こうした点に問題を残さないようにし

たいものである。

道徳指導における読書指導

「道徳の時間」が次第に充実してきつつある時，長

年，読み物利用による道徳指導の研究をしてきた奈良

県の桜井南小学校(25)は，大谷甚太郎校長を中心に，

文学作品と伝記を断片的な読み物や，その指導の類型化

を排して，1冊まるごとを与える指導の研究成果を発表

している。文学作品を道徳の時間にとりいれるには，一

徳目で代弁できる単一価値をねらうのではなく，総合的

な価値一人間の生き方を学ばせることにのみ道徳指導

9
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があるとする労作である。読み物による道徳指導は，短

編か長編かという二つの考え方があり，それぞれ論者に

よって賛否が分かれるところであるが，長編を読ませる

方法として注目に価するものである。

大阪の天下茶屋中学校(34)は，読み物による道徳指

導と専門読書指導とを統一的に関連をもたせることを意

図したものである。これまでの学級読書会一集団読書

指導と，読み物による道徳指導とを関連させた指導計画

（関連表）を作成し，その指導を実験的に実践し効果を

あげたものである。非常に意欲的な労作であるといえ

る。特に，集団読書指導としては，すぐれた研究の一つ

である。これを道徳指導からみると，桜井南小学校と同

じように長編の読み物による指導によって「いかに生く

べきか」を追求することを意図している点で期せずして

一致しているといえよう。ともに読み物による道徳指導

の貴重な研究といえよう。

読書療法

この分野において特筆すべきことは，阪本一郎・室伏

武等(24)によって読書療法の手びき書が完成したこと

である。読書指導の分野における画期的な労作であると

いってよいだろう。これは，理論と実際の方法とが概説

され，それに内外の事例を付したばかりでなく，読書療

法のための図書リストをかかげてその実際の指針として

いる点にある。こうした手びきをもとに，読書療法が普

及することを願うものである。また，この分野の研究者

である大神貞男（11)は，これまでの読書療法の理論や

方法について発表している。

事例研究は，大神貞男（10)が，第3報告を「読書科

学｣に発表しているだけであり，もっと多くの研究が期待

されている。大神の事例研究は，強姦・恐喝・窃盗など

の重罪犯罪の18才の少年に対する事例である。そして，

その方法として自己解釈技法及びそれぞれ準ずるような

治療的質疑を導入し,洞察を深めようとしたこと｡またY

－Gテスト結果による治療過程の検討とロールシャッハ

法による人格の治療変化を明らかにしようとしている。
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使用した読み物としては，「にんじん」「仔鹿物語」「ヘ

レンケラー」「次郎物語」「野口英世」「家なき子」「夜

明け朝あけ」「狭き門」などである。そして，この少年

の非行化の原因が両親や同胞の家庭の愛情慾求不満にあ

ったこと。自己の身体的欠陥に劣等感を覚え自暴自棄的

に非行を重ねていたことなどを自覚し，それから立ち上

りを示したこと。恋愛に対する正しい理解を得たことな

ど,2か月間の治療によってかなりの効果をあげている。
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的研究＊

東京都立教育研究所古野有隣隷

本稿は1965年中に実施され，もしくは結果が発表され

た読書に関する社会学的研究のあらましを紹介しようと

するものである。読書の社会学的な研究といっても，真

にその名に値するものはきわめて少ないのが実情のよう

である。したがって，ここでも読書に関する社会的調査

の成果といったものに限られることを初めに断わってお

器Sociologicalstudiesonreading

器器FURUNO，Arichika（TokyoMetropolitan

lnstituteofEducationalResearch）

きたい。

’第19回読書世論調査

これは1947年いらい毎日新聞社によって行なわれてい

るものであり，第19回が1965年9月に行なわれた。

①－1．対象について

全国3,400余の市区町村を，七大都市，その他の市，

及び郡部に分け，人口数．地域性などから25に層化し，

各層から人口比により無作為に調査市区町村，調査地点

－11－
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を選び出し，そこから16才以上の男女各23名を抽出し

た。地点数は297,対象者数は6,831名であった。回収率

は73.9％である。

①－2．結果について・

調査の内容は，読書率，よいと思った本，最近買った

本j好きな著者，書籍購入の手がかり，いつも読む月刊

誌・週刊誌・週刊誌を読む場所，書籍・雑誌代，マスコ

ミに使う時間，などである。

読書率としては,全体では71.3％である｡男女別では男

70.3％，女72.3％と第1回いらい初めて女性のそれが男

性を上回る結果が現われている。年令別では，書籍・雑

誌とも若いものほどよく読んでいるが，特に女性の方に

その傾向が強い。地域別では大都市ほどまた学歴別では

高学歴ほど高い。職業別では男女とも最高は学生で，男

では管理職；自由業，女では自営者，給料生活者がこれ

についで高い。

書籍だけの読書率は45.0％，雑誌は66.8％であった。

男女別にみると書籍は男46.5％，女43.6％，雑誌は男

64.5％，女69.1％である。年令別・職業別の傾向は総合

読書率の場合と同じような傾向がみとめられる。

書籍にたいする一般の噌好，選択について‘‘よいと思

った本，’‘‘最近買った本，'及び付帯調査の書店調査で

‘‘よく売れた本'，を聞いているが，そのいずれにおいて

もベスト10に入っているのが，徳川家康・愛と死をみつ

めて・日本の歴史・おれについてこいの4書である。

好きな著者としてあげられた上位は次の諸作家であ

る。夏目欺石，吉川英治，松本清張，石坂洋次郎，武者

小路実篤，井上靖，川端康成，谷崎潤一郎，源氏鶏太，

林芙美子。

書籍購入の手がかりとしてもっとも多く利用している

のは‘‘書店で見て，’である。この傾向は女よりは男に，

また若いものほど強い。30代以後では‘‘新聞・雑誌の書

評や新刊紹介，，が書店で見てよりも多くなっている。

いつも読む月刊誌としては，文芸春秋をトップに，以

下，主婦之友，家の光，婦人倶楽部，主婦と生活，婦人

生活，婦人公論，平凡，暮しの手帖，小説新潮がつづい

ている。女性用の月刊誌が上位に並んでいることからう

かがえるように，男の方が女の2倍近くも多くの種類に

分類しており，男女の差が大きい。

週刊誌については，女性自身，サンデー毎日，週刊朝

日がよく読まれているものであり，平均1．1冊の週刊誌

がいつも読まれ，読む場所としては，自宅が64％，職場

16％，通勤途中11％の順である。

1か月に使う書籍代は560円，月刊誌代は270円，週刊

誌代は160円が平均である。書籍・雑誌代が一番多いの

は管理・自由業で，2位の事務・技術職の倍近くになっ

ている。

2第11回学校読書調査

毎日新聞社によって1954年いらい行なわれ，1963年か

らは全国学校図書館協議会に委託されているものであ

る。

②－1．対象について

小・中学校は，全国の学校を14の類型に分け，それぞ

れの在籍生徒教に応じてサンプル校数を定め，高校は7

つの学科ごとの在籍者数に応じてサンプル校数を定めた

（校数は不明）

②－2．内容について

小学生の読んでいる雑誌には週刊のものが多く，中学

生ではこども週刊誌と平凡・明星への集中がみられ，高

校生では性別による傾向の差が顕著であることが目につ

く。

読まれている書籍では，日本や外国の名作が多く読ま

れ，小学校ではこれに伝記が加わり，中・高校ではベス

トセラーものが加わるのが実情である。

5月1カ月間に1冊も本を読まなかったのが小学生に

10％，中学生に27.4％，高校生に29.4％いるが，その理

由は，小学生では，遊んでいると本を読むひまがない，

きらい，中・高校では，きらいがもっとも多く，勉強で

ひまがないがついでいる。

1日の読書時間を承ると，0分（読まない）と15分以

内という不読者層が小学生で49.1％，中学生で48.5％，

－12－

ヘ

、

汀

⑭

倉



傘

読書科学の研究

む，，のは男性の比率が高く，‘‘読まない，，では女性の方

が高いことから，全体として男性の方が雑誌をよく読ん

でいるようである。年令別では高年令層ほど読まないも

のが多い。また10代以外ではどの年代でも‘‘毎月（週）

読む'’ものは男性の方が多い。職業別では給料生活者。′

学生・自由業その他，農林業・商工サービス業・水産漁

業・労務者の順に‘‘毎月（週）読む'’ものの比率が低く

なっている。学歴別では学歴の高い層ほどよく読んでい

る。純農村地帯と都市近郊農村地帯に分けると，後者の

方がよく読むという結果になっている。

毎月（週）読む雑誌としてあげられたものは月刊誌

150誌，週刊誌30誌であるが，その上位各10誌はつぎの

とうりである。

､

高校生でさえ38.2％もいる。

3第21回全国農村読書調査

1946年いらい，家の光協会によって実施されてきてい

るものであるが1966年8月に第21回の調査が実施され，

同12月に報告書が刊行されている。（第20回の結果を，

「読書科学第34号・年報1965年の読書界」に紹介してあ

る)。

①調査方法

前回のさいと変りがないので，かんたんに記すことに

する。

対象の決定･･･…全国の農業協同組合を10ブロックに分

け，各ブロック内の組合を所在地による地帯区分ならび

に規模別により50層に分ける。その各層から確率比例抽

出法により1つの農協を抽出し，そこからあらかじめ割

り当てられた世帯数に応じて各世帯から任意に1名を抽

出し，計1,500名を対象とした。

調査の方法･…6．質問紙による個別面接

実施及び回収……8月1カ月中の任意の4日間。回収

率は92.2％であった。

②調査結果の内容

調査の結果はつぎのようにまとめられている。

1．雑誌一雑誌読書率，どんな雑誌が読まれている

か，主要10雑誌の読者分析，属性別にゑた読書の構

成，雑誌を読む理由。

皿．書籍一書籍読書率，どんな書籍が読まれている

かj書籍の入手経路，好きな作家・著述家。

Ⅲ耐久消費財所有及び新聞購読状況

このうち，I及びⅡは前回とまったく変りがなく，Ⅲ

は今回新たなものであり，前回あったテレビ・ラジオの

視聴状況が今回は削られている｡ここではⅢは省略して,

I及び皿の結果について紹介することにしたい。

②－1．雑誌に関して

雑誌を‘‘毎月（週）読む，，‘‘ときどき読む，，‘‘読まな

い，，に分けると，それぞれ45％，35％，20％となってい

る。男女別では‘‘毎月（週）読む，，及び‘‘ときどき読

③

､戸

表1雑誌読書率
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（月刊誌）家の光，平凡，主婦之友，地上，文芸春

秋，明星，婦人倶楽部，婦人公論，主婦と生活，リーダ

ース・ダイジェスト

（週刊誌）週刊朝日，サンデー毎日，女性自身，週刊

読売，週刊新潮，週刊平凡，週刊明星，週刊文春，週刊

サンケイ，ヤングレディ

雑誌を読む理由としては，月刊誌は‘‘実用のため'，

（38.5％)，‘‘知識を広める'，（37.4％)，‘‘新しい話題

を知る，，（34.5％）がおもなものであり，週刊誌は‘‘娯

楽として，，（51.2％)，‘‘新しい話題を知る，，（39.9％）

‘‘退くつしのぎ，，（34.6％）のために読まれることが多

くなっている。

入手方法としては，‘‘毎月（週）読む，’ものを買う場

合は農協（54.0％)，本屋(40.1％)が多く，‘‘時々 読む'’

ものを買う場合は本屋（54.7％）がほとんどであり，こ

の場合には友人・知人から借りることもかなり多い。

②－2．書籍に関して

過去1年間に書籍（単行本）を1冊でも読んだものは

26％’であった。これを属性別に承ると，男性は27％，

女性は25％であり，ほとんど差がない。年令別では10代

-59％，20代-40％，30代-19％,40代-16％,50代－12

％と，年代の上になるにつれて低下している。学歴別で

は小・高小-12％，新中-34％，旧中-29％，新高－49

％，旧高専・大学-61％と学歴の高いものほどよく読ん

でいる。職業別では学生がもっとも高く，給料生活者，

商工サービス業，その他，農業者の順になっている。ま

た，地帯別としては，都市近郊の方が純農村地帯よりい

くらか多く読んでいるようである。

1年間に読んだ冊数としては2～5冊が45％でもっと

も多く，11冊以上が17％，6～10冊が16％とつづいてい

る。1冊しか読まなかったのは12％である。

読んだ書籍としてあげられたものの上位は表2のごと

くである。入手経路としては，書店で買う（56％）こと

が多く，知人から借りる（26％)，図書館・公民館で借

りる（17％)，場合もかなり多い。

好きな作家・著述家としては，40年に続いて石坂洋次

、

郎がトップになっている。

表2読まれた書籍

昼
ｙ

順位

1．

2．

3．

4．

5．

徳川家康

愛と死を承つめて

赤と黒

うず潮

暗夜行路

人間革命

氷点

坊ちゃん

風と共に去りぬ

戦争と平和

宮本武蔵
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出版科学研究所（東販）によって，昭和33年いらい実

施されている調査である。40年9月15日から2週間にわ

たって，その第6回調査がなされ，その成果が重点項目

ごとの分冊パンフレットとして7冊まとめられている。

（最初の4回は毎年行なわれ，以後は隔年になってい

る)。そのNolとNO2はいずれも40年12月に発行され

ているが，前年の本誌には触れなかったので，ここでま

とめて扱うことにする。

①調査の方法

都内23区より小・中学各40校を無作為に抽出し，小学

校は4年以上，中学校は全学年から1クラスを選び，そ

こから各10名を等間隔に抽出した。対象者の総数は小・

中各1,200名及びその保護者で，計4,800名である。回

収率は小一生徒95.5％，保護者93.0％，中一生徒88.1

％，保護者85.0％であった。

②調査結果の内容

各分冊ごとに結果のあらましをながめてふよう。

②－1．本はどの程度読まれているか

夏休承中にマンガ本も含めて1冊でも書籍を読んだ生

徒は小学生89％，中学生90％であり，小・中とも，男子

表3好きな作家・著述家

4こどもと読書

井上靖

林芙美子

川端康成

武者小路実篤

島崎藤村

1．石坂洋次郎

2．源氏鶏太

3．夏目激石

4．吉川英治

5．松本清張

●
●
●
●
●

（
生
【
叩
）
［
”
〃
“
。
（
Ｕ
《
叩
）
（
叩
〕
”
》
（
皿
〕
わ
》

■

－ 14－



白い

読 書科学の研究
匂

より女子の読書率の方が高い。学年別では，小学生では

6年，中学では1年がもっとも高く，中学では学年が上

になるほど低くなる傾向がある。このうち，マンガ本の

読書率は小学生16％，中学生7％であり，小・中を通じ

て・学年が上になるにつれてマンガ本を読むことが少な

くなるような傾向がみられる。

保護者の職業との関係を承ると，書籍全体の読書率は

小・中とも管理職や自由業の子が高いが，マンガ本では

労務職や自営商工業の子どもが高いという結果があらわ

れている。

表4保護者の職業と読書率

名前が面白そうだったから，，というのがもっとも多くな

っている。

家の人や先生・友だちからすすめられたというパーソ

ナルインフルエンスによるもの，本の名前，テレビや映

画の作品などを通して自主的に選んだもの，及び家の蔵

書を利用したという3つに分けて承ると，小学生では41

％-34％-22％であり，中学生では36-38-19というこ

とになる。

つぎに，それらを入手した方法としては，小学生では

‘‘家の人に買ってもらった'，（33％)，‘‘家にあった，，

（23％)，‘‘図書館から借りた，’（18％)，が多いが，中

学生では，‘‘家にあった，，（25％)，‘‘自分で買った，，（25

％)，‘‘図書館から借りた'，（18％)，‘‘家の人から買っ

てもらった'，（17％）と，当然のことながら，いくらか

のちがいを示している。

②－4．雑誌はどの程度買われているか

夏休承中の雑誌の購読率は，小学生一月刊読は48％，

週刊誌は71％，中学生一月刊誌47％，週刊誌は42％であ

る。

小学生に多く買われた月刊誌は少年サンデー，少年マ

ガジン，少女フレンド，マーガレット，少年キングの順

で，男女のあいだに変りがない。月刊誌ではりぼん’少

年，小学4年生，なかよし，小学5年生，4年の科学，

4年の学習，6年の科学，小学6年生，少年画報が上位

の10点になっている。

また，中学生ではよく買われた月刊誌は，中1時代，

中1コース，中2コース，中3コース，中2時代，中3

時代，少年，ポーイズライフ，明星，平凡の順にならん

でいる。週刊誌としては，少年サンデー，少年マガジ

ン，マーガレット，少女フレンド，少年キングであり，

小学生と同じ名前がならんでいる。中学生では，学年が

上になるにつれて，月刊の学年誌の占める比率が減少し

ている。

②－5．雑誌の魅力

雑誌を買った動機としては，小・中学生とも，月刊誌

でも〆週刊誌でも継続して買っているからというのがも

｡

ザ

小 学生｜｜中学生

保護者の職業

e

②－2．どんな本が読まれているか

マンガ本を除いた書籍を分類して承ると，小・中学生

とも文学が圧倒的に多い。（小-72％，中-81％)，そ

の他では，歴史・地理（小-17％，中-10％）自然科学

（小－6％，中－4％）が多いくらいである。

よく読まれたものの上位はつぎのようなものである。

小学生一シートン動物記，若草物語，小公子，小公

女，太閣記，海底2万マイル，次郎物語，十五少年漂流

記，家なき子，ああ無情。

中学生一坊ちゃん，次郎物語，赤毛のアン，アンネの

日記，路傍の石，二十四の瞳，若草物語，鼻，ビルマの

竪琴。

上位20位までをとると，そのうち，小学生では15点が

外国ものであり，中学生では半数ずつという傾向の差が

.承られている。

②－3．本との結びつき

子どもたちが読んだそれらの本をどのような動機から

読む気になったのかを承ると，小学生も中学生も‘‘本の

書籍全体|ﾏﾝガ本|書籍全体|ﾏﾝガ本
も〆
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読書科学（X’4）

つとも多い。

雑誌の好きな記事では，小学生の場合にはこっけいマ

ンガが17％でもっとも多く，以下名作物語（11％)，冒

険・探偵小説，冒険・探偵マンカ，伝記物語，（各10

％)，スポーツ，戦争マンガ，忍者・ちゃんばらマンガ

（各6％)，の順になっている。大きく，物語，マンガ，

その他の3つに分けて承ると43％-38％-18％という割

合になるが，これを男女別にすると，男子-37％-44％

-18％，女子は51％-31％-19％であり，物語とマンガ

の位置が男女で逆転している。

また，中学生では，冒険・探偵小説が14％でもっと

も多く，以下，こっけいマンガ（13％)，名作物語（11

％)、青春物語，伝記物語，（各9％）とつづいている。

全体としては，物語りが51％，マンガが29％，その他は

21％であり，小学生にくらべて，物語がふえ，マンガが

減っている。

②－6．こどもの生活と保護者

ここには休日の過し方，課外の習い事，テレビ番組の

噌好，テレビの影響，こどもの読書にたいする保護者の

態度といった内容が含まれている。休日（具体的にこの

､前の日曜日）におもにしたこととして三つあげられたも

のの比率の中で読書が占めたのは小学生では10％で，第

4位，中学生では12％で同じく4位である。

こどもの読書にたいする保護者の態度について，これ

を保護者の職業別に承ると，良いものを積極的に買い与

えているというのが自由業や管理業に多く，勉強のため

の参考書だけは買わせているとか，ほとんど買わせてい

ないという無関心の態度は労務職に多く，親の職業によ

ってかなりの差が承られる。

②－7．むすび

ここでは1～6までに触れられなかったものとして，

書籍・月刊誌・週刊誌に対する読書の相関性，保護者の

出版物購読・非購読別に見たこどもの読書に対する態度

及びこどもの出版物購読状況が記されている。

書籍・月刊誌・週刊誌の相関関係としては，書籍との

接触度の高い生徒ほど月刊誌も週刊誌もよく買っている

という関係が小学生でも中学生でも見られるが，特に月

刊誌の場合にその傾向がいちじるしい。

保護者を出版物の購読者と非購読者に分けて承ると，

子どもの読書に対する態度の面では，勉強のための参考

書だけは買わせるとか，ほとんど買わせないといった読

書に対して関心の薄い態度は非購読者の方が多く，とく

に悪いと思ったもの以外は自由に買わせているとか，良

いと思う本や雑誌を積極的に買い与えているという積極

的な読書指導的な態度は購読者の方が多くなっている。

また，子どもの書籍との接触状況の面でも，購読者の

子どもの方が書籍を読むことでも，買うことでも非購読

者の子どもより多い。

5読書社会調査問題別レポート

これは朝日新聞社によって行なわれた第7回読書社会

調査（その内容は1965年報に紹介した）をいろいろな角

度から分析したもので，1966年次にはそのNo5から

NolOまでの6分冊が発行されている。ここではその6

分冊の内容を紹介する。

④－1．小説の購読者

小売書店の店頭で小説を買った人のうち6割が男性

で，女性は4割である。猟は24才以下の人が占めている

が，男性の粥は20代前半で，女性では発近くがハイティ

ーンである。

学歴では，男性では大学生と大学卒の人が半分以上だ

が，女性の場合は半分以上が高校生と高校出のBGにな：

っている。また，職業をみると，学生が約半分を占め，

あとは男女とも，勤人が3割近くいる。

これらのことから，小説を買っているのは男子大学生

女子高校生，若いサラリーマン，若いBGなどといえそ

うである。

買った小説を日本の小説，外国の小説に分けると，日

本の小説を買った人は男性-65％，女性-35％で，外国7

小説は男性-56％，女性-44％であり，女性の場合にや‐

や外国小説への傾きが大きいようである。

④－2．出版者と読者
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読書社会調査の対象となった書籍・雑誌の出版社の中

から，比較の対象として興味があり，ある程度以上のサ

ンプル数を有するという条件により撰択された12社につ

いて，それぞれの読者の比較をしたものである。

男性の購入者が多い出版社と女性購入者の多い出版者

があるが，前者は文芸春秋新社，岩波書店，後者には平

凡出版，小学館，主婦之友社などである。

年令的には，10代の購入者が多いのは平凡出版，集英

社，20代の購入者が多いのは河出書房新社，光文社，岩

波書店，中央公論社，講談社,30才以上の人が多いのは

主婦之友社＆文芸春秋新社などである。

学歴の面では，低学歴の人は平凡出版，中学歴の人は

集英社，小学館，主婦之友社，高学歴の人は岩波書店，

文芸春秋新社の出版物をそれぞれよく買っている。

職業との関係をふると，サラリーマンの購入者が多い

のは光文社，中央公論社，文芸春秋新社，講談社，労務

職では平凡出版，集英社，主婦が多いのは主婦之友社，

また，学生が多いのは岩波書店，角川書店，河出書房新

社となっている。

④－3．本の買い手が読む週刊誌

男性講読者の占める割合が圧倒的に多い週刊誌は朝日

ジャーナル，女性購読者の占める割合が圧倒的に多いの

は女性自身である。この女性自身と女性がやや多い週刊

平凡以外の週刊誌はいずれも男性の方が女性より多い。

（ただしここでとりあげられたのはすべての週刊誌では

ない｡）

10代の購読者が約半数を占めるのは週刊平凡，20代の

購読者が半数以上を占めるのは朝日ジャーナル，週刊新

潮，週刊文春，30代以上の購読者が他にくらべて多いの

は週刊文春，週刊朝日，週刊新潮となっている。

学歴では，朝日ジャーナル，週刊朝日j週刊文春j週

刊新潮は大学出の人が半数以上を占め，女性自身，週刊

平凡は高校出の人が半数以上を占めている。

職業の面では，勤人の占める割合の多いのは週刊文

春，週刊新潮，サンデー毎日，週刊朝日があり，労務職

では週刊平凡，主婦などでは女性自身，学生の多いのは

読書科学の研究

朝日ジャーナルと週刊平凡である。

④－4．雑誌の種類別読者及び双書の購入者

雑誌の種類別にその購入者の性格を承ると，

総合雑誌一ほとんどが男性で，20代・30代の人が中

心。高学歴層が弘を占め〆半分近くが勤人である。

婦人雑誌一ほとんどが女性で，20代・30代を中心に

老若にわたっている。また，過半数は高校程度の学歴の

人になっている。

娯楽雑誌一弘が女性で，その半数近くは中学程度の

人で，年令は10代，学生が4割。

映画雑誌一女性がほとんど全部で，10代が6割を占

める。5割が高校卒で，6割が学生。

服飾雑誌一全部女性。年令は若い人の承とは限らな

い。稲が高校卒で，主婦が％いる。

ラジオ・テレビのテキストもの－－男女が同じくら

い。10代を中心に40代にまでわたっている。高校程度と

大学程度が半々で，学生が4割を占めている。．

また，双書の購入者の特性は次のようになっている。

岩波文庫一男女比が2：1．24才以下が8割。大学程

度の学歴の人，学生がいずれも靴。

岩波新書一男女比は4：1．大半が24才以下。弘が大

学卒で，学生が6割。

角川文庫一男女比が5：4．約8割が24才以下。高校

程度が4割で,･学生が6割。

カッパブックスー男女比は4：1．若年層は粥くら

いd高校程度が約半数，勤人が半数近く。

新潮文庫一男女比が5：4．若年層が弘。高校程度と

大学程度が半々くらいで，学生が過半数を占める。

④－5．書店所在地の特性

東京の小売書店を住宅街と商店街の別，及び神田・オ

フィス街・盛り場・大学生協の別という面から，図書の

購入状況を見たもの。

書籍・雑誌とも，文学部門のものは住宅街の書店の方

が購入される率が高い。また，総合雑誌は商店街の書店

の方が多い。大学生協では，総記・哲学・社会科学，神

田では社会科学・自然科学・工学部門，オフィス街や盛
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り場の書店では文学部門が購入される比率が高くなって

いる。…．、

購入者の性別では,､住宅街の書店では男女がほぼ半灸

であるが’商店街では7：3で男性が多い。またj大学

生協・神田では8割以上が男性である。、

④－6．文学書・専門書‘実用書の分析

文学書及び専門書は約6割が双書形式で発行され，実

用書では約7割が単行書形式で，双書形式は3割以下に

なっているd定価の点では，文学書及び実用書は約7割

が300円以下であるが，専門書は501円以上が半数近くを

占めている。

~それぞれの購入者の特性はつぎのようである。

男女の別では，専門書は9割，実用書は7割文学書も

6割と男性が多く購入している。

学歴ではう文学書と実用書はいずれも，初等学歴層の

1割，中等学歴層，高等学歴層高等学歴層がともに4割

であるがゴ専門害では高等学歴層が7割にもなってい

る。

職業の点では，文学書と専門書が同じような傾向を示

し，8割が学生か勤人である。実用書の場合も勤人・学

生が多いことは同じだが，比率はそれほど高くない。

心理学的”研究:1勺

東京教育大学佐藤泰正

読書能力

福沢周亮ら（注1）は読書力のない児童の分析と題して

研究を行なった。小学3年生と5年生，計287名を対象

に読書力検査，知能検査，学習興味診断検査，家庭環境

診断検査，語い調査，連想語調査を行ない，いろいろ分

析を行なったが，そのなかで読書力のない児童10名と読

書力のある児童10名をえらんで調べている。これは知能

偏差値と読書力偏差値の差を問題にし，知能より読書力

の高い方から10人，読書力より知能が高い方から10人選

んでいる。その結果，両者の間に知能には差がない6当

然のことだが読書力及び読書力の下位検査のすべて，語

い調査においても読書力の高いものがよかった。読書力

のない児童は部屋に余有がなかったり，本がなかったり

で，めぐまれた家庭環境にいるものは少ない。

佐藤泰正(注2）は盲児の点字触読の発達的研究を行な

った。全国の盲学校の小学1年から中学3年までの児童

器PsychblogicalStudiesonreading

隷SATO,Yasumasa（TokyoUniv､ofEducation）

生徒5329名を対象に点字触読力検査を行い，読承の発達

についてのべている。主として読象の速度を調べたが，

結果をまとめると，盲児の場合も，学年が進むにつれて

（ここでは小学部1年から盲学校に入学したものだけで

あるから）点字学習期間も増し，点字読象の速度は速く

なる。小学1年から4年までの進歩はいちじるしい。と

くに，大きくのびるのは小学3年～小学4年，中学1年

～中学2年の間であった｡正確率は小1，小2，小3と

増して行くが，小3になるとC0％台となり正確に読もう

とする態度ができてくる。男女差は各学年とも承られな

い。正眼者（目の普通に承える人）が普通の文字を読む

速さに比較すると，盲児の点字読みの速度はおそい。小

1は箸るしく遅れている。小3以降，大体3～4倍弱の

時間がかかる。

岡田明（注3）は速読の訓練が読書力の向上と，読ゑの

フレキシビリティにどのような影響をあたえるかを調べ

た。速読の前後にテストを行い，速読訓練用として3冊

の本を選び，1週2回づつ8週間にわたって15回行なっ

た。結果は，訓練を受けたものが読速度とフレキシビリ

ティの両方に好ましい影響を与えている。被験者は各1

名づつである。
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読書力検査

村石昭三・佐藤泰正(注4）は読書力診断検査（中学校

用）を作成したが，これは昨年度作成された小学校用と

ほとんど同様の構成からなっている。すなわち，本検査

では，読速・読字・読解とわかれ，読解は主題・あらす

じ・要点のほかに，読書材料別の読解力を調べることも

試承，文学文・科学文・論説文の読解力が評価できるよ

うになっている。

佐藤泰正(注5）は盲人用の点字触読力検査を作成し

た。点字読承の速さと正確度が求められ，速さから，偏

差値が得られるようになっている。

読書興味

阪本一郎（注6）は都内の小学校4～5～6年生，各2

組づつ計518名を対象に質問紙法を用いて，漫画への接

近状況，ロボット漫画の魅力，忍者漫画の魅力など最近

の児童マンガと子供の関係について調査した。結果は子

供の90％は1カ月に何か漫画を読んでいて、その大半が

おもしろいといえるものにであっている。子供に好まれ

る漫画の種類は性差・年令差・地域差が承られるが，男

子は空想科学ものに，女子は悲哀ものに圧倒的に興味を

もつこと，両性に共通するものはユーモアであったd空

想科学ものは広義のアクションものの変形である。アク

ションものの今日の花形は未来形式のロボットものと時

合代形式の忍者ものとがあり，前者は男女とも好まれる

が，後者は女子には迎えられていないなどの結果を報じ

ている。

読書とパーソナリティ・読書療法

木村典子(注7）は青年期の人生観の確立に読書がどの

ような影響をあたえるかを調べた。高校1年から3年ま

での生徒717名を対象に調べた。その結果，人生観確立

の主な要素として友人・家庭と並んで書物の影響もかな

り大きいことをのべ，高校生の人生観確立のための望ま

しい読書材のあり方に言及している。

読書科学の研究

大神貞男（注8）は非行少年の読書療法の治療例を報告

している。すなわち，強姦6恐喝窃盗等の重罪犯罪少年

に読書療法を施し，治療効果をのべている。本症例は①

家庭の愛情欲求の阻止，②身体的欠陥に基づく劣等感，

③これらを心因とする青年期の代償的性的非行行動とい

う解釈を行なった。治療読物として，①に関するものと

して，にんじん・仔鹿物語・家なき子・夜あけ朝あけ，

②に関するものとして，ヘレンケラー・野口英世，③に

関するものとして，狭き門などをあたえ，治療期間は70

日間,その間に面接を11回行なっている｡結果は少年が態

度を変えたこと，治療効果があったことが報告された。

読書療法の実践と研究のための手引きとして，阪本一

郎ら（注9）による「読書療法」が刊行された。この本

は，第1章「読書療法への道」では，読書療法の発達の

経緯を展望し，第2章「問題児の読書療法の心理的基

礎」では，実際に治療指導にあたるものが，診断から読

承物の処方を経て治療に当るまでの過程でわきまえてい

なければならぬ心理学の情報を概説し，第3章「読書療

法の方法」では，治療指導の実際にあたって用いられる

技術とその意義を解説し，さらに第4章「読書療法の事

例」では，この療法による内外の治療例を示して治療の

実際における治療者の判断に資するように構成されてい

る。

読み易さ

市原洋右(注'0)は数字の読承易さに関する研究を行な

った。すなわち，数字の形・大きさ・太さの条件が読み

易さに与える条件を調べ，さらに，図と地を白黒反較さ

せた場合も同様の傾向があるかを調べた。タキストスコ

ープを使用し，認知閏を調べた。材料は1から0までの

10個の数字で高さは9.5mm，5.5mm，3.5mmの3種

類の白地黒数字と，5.5mmの黒字白数字の1種類，数

字の高さに対する太さの割合を25％，20％，13％，6％

の4種類にした。被｢験者は大学生6名で5回づつ象せ

て，平均値を求めた。結果は①数字間の相対的読承易さ

の順序は太さの条件によって多少異なる。すなわち，太
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くなるほど直線的な数字（4.1など）は相対的に読承易

い。丸象のある数字（0，6，9）は読承にくくなる。

②数字間の読承易さの順序は大きさの条件によって多少

異なる。小さくなるほど直線的な数字は読承易くなり，

丸承のある数字は読みにくくなる。③10個の数字はそれ

ぞれ小さくなるにしたがって④数字7は常に読ゑやす

い。⑧数字1．4は中位の読永やすさから読承やすい方へ

移る。◎数字2，3，5はほぼ中位の読承やすさにとど

まる。⑨数字0は読承やすい方から中位の読承やすさに

移行する。⑧数字6，9は中位の読ゑやすさから下位へ移

る。⑥数字8はつねに読承にくい。④全体として形の構

造が単純な数字は複雑な構造の数字よりも読みやすい。

⑤図地関係を反転させ，黒地に白数字のぱあいも，数字

読承やすさと，数字の形・太さとの関係は白地に黒の場

合と同様の傾向がある。

阪本敬彦(注11)は，B5版横組み､印刷物の読承やすさ

についての実験的研究を行なった。実験条件としては，

活字の大きさ・組み､方・行間をとりあげた。すなわち，

活字の大きさ（8ポ，9ポ)，組み方（2段組，3段

組)，行間（4ポ，5ポ）の条件を組承あわせた8通り

の印刷様式で同じ速読テストを印刷して用いた。被験雌

は大学生400人で，共通テストでの読字数が平均士1標

準偏差以内の者についての承分析している。各印刷様式

別の1分間の平均読字数を比較している。

速読テストの結果はE型（活字9ポ，2段組，行間5

ポ）が一番よく，1分間593字，次いでA型（活字8

ポ，2段組，行間5ポ)，一番悪かったのはH型（活字

9ポ，3段組，行間4ポ）で，1分間546字であった。

この結果を，とりあげた条件別に分析すると，①活字の

大きさは必ずしも大きい方がよいとはいえない。大きい

活字（9ポ）を用いる時は，2段組にして十分な行間を

とらなければならない，②組承方では，3段組のものよ

り，2段組のものの方が圧倒的に成績がよい，③行間は

段組と密接な関係があり，2段組の時は広い方（5ポ）

がよいが，3段組の場合はむしろせまい方（4ポ）がよ

い，の3点が明らかとなった。さらに，この3条件の中

で段組の影響が圧倒的に大きかった理由として，2段組

では，1行の字数が22～25字なのに対して3段組では，

14～16字となるために，印／刷物のように，単語が行の

変わり目で切れている単語切れや，‘‘30歳前後／の，，と

いった句の途中に切れ目のきてしまう句切れの数がずっ

と多いために，読ゑの速さがさまたげられることをあげ

ている。

漢字の読み

河井芳文(注'2)は，漢字の読承の難易を，その使用頻

度と複雑さとの関係において研究した。漢字の読玖は，

単純な字の方がやさしいように考えられがちであるが，

それは単純な字の方が使用頻度の高いものが多いため

に，使用頻度の影響でそうなっているのであって，使用

頻度を一定にして考えれば必ずしも単純な字の方がやさ

しいとはいえない。情報理論的にいえば，複雑な字の方

が手がかりを多く持っているので読承は容易になるはず

である。以上の仮定にもとずいて，次のような研究を．

行なった。①漢字の物理的複雑さと使用頻度との関係一

漢字の物理的複雑さを，独立した線分，支点，接点等で

わけられる線分，点などの部分の数（C）で定義し，

(Cと画数の相関,r＝0.93)，「現代雑誌九十種の用語用i

字：漢字表」の中からランダムに50字とり出して，その’

使用頻度の順位と複雑性（C）との関係を調べた。漢字

の複雑性（C）と使用頻度順位の対数（X）とは，C＝

7.31ogX＋0.1の関係がある。このことから，使用頻度

の高い漢字は単純で，使用頻度の低い漢字は複雑である

傾向があり，かつ，漢字の物理的複雑性とその使用頻度

順位の対数との間には近似的直線関係が存在するといえ

る。②漢字の使用頻度と複雑性が読承にどのように影響

しているかの検討一漢字の使用頻度表で使用頻度順位

800以上の字の中から，200ずつ区切った使用頻度順位の‘

段階ごとに大体等しくなるように，単純な漢字（C≦

15）計100字，複雑な漢字(C≧30)計100をえらび，各の

字の読承（音，訓，意味等）をテストした。被験者は，

短大生および一般成人80名。使用頻度順位段階ごとの誤

－20－主

＄

？

型

唾



｡

､

⑨

ﾛア

牙

勺ヴ

反応数を承ると，（a)使用頻度順位の高い方が誤りが少な

く，(b)各段階においては，単純な字の方が複雑な字より

も誤反応が多かった6（(aXb)とも分散分析において有

意）以上のことから,･使用頻度は漢字の読ゑに影響し，

かつ，使用頻度が一定の時には，漢字は複雑な方が読ゑ

が容易となるといえる。すなわち，前述の設定は支持さ

れた。、一年
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学9巻3号．1966.．：

8大神貞男‘‘重罪犯罪少年の読書療法に関する治療例''昭

41．2読書科学9巻3号通巻33号

9阪本一郎他編「読書療法」明治図書、昭41.9．

10市原洋右‘§数字の読み易さに関する研究'1－数字の

形，太さ，大きさの条件の効果一一日心30回大会昭41.

11阪本敬彦‘‘読承やすい横組印刷とは，，_科学朝日26巻3

号昭41．3．

12河井芳文‘‘漢字の物理的複雑性と読承の学習，，教育心理

学研究，14巻3号昭41．9．
今。.

16阪本敬彦遮‘読書問題児の心理と指導,，児童心理，20巻10

号，昭41.10.……

17鴻巣良雄ル“本を読曾けぎる子の指導.，児童心理20巻10

号，昭41年10月〆…：常’二．…、

読書科学の研究

l8杉浦成正‘‘マンガしか読まない子,'児童心理20巻10号

昭41．10．

19大熊喜代松‘‘本を読まない子の指導，，児童心理20巻10

号，昭41.10.

2O佐藤毅‘‘現代社会における読書法，，児童心理20巻10

号，昭41．10．

21合田修“授業中の読書指導，，児童心理20巻10号．昭

41．10．

22今村秀夫‘‘生活の中の読書指導，,児童心理20巻10号，

昭41．10．

23高田亘‘‘主体的読解学習の実践2,児童心理20巻2号

昭41．．2．

24斉藤はるみ‘‘読書感想文の指導，，児童心理20巻6号，

昭41.6．

25室伏武‘‘マスコミ時代の読書，'児童心理20巻8号，

昭41．8．

26阪本一郎‘‘国際読書学会に出席して'2児童心理20巻11

号，昭41．11．

27阪本一郎‘‘読書意欲の心理学，，児童心理20巻10号，昭

41．10．

；i‐

28滑川道夫‘‘望ましい読書習慣の形成,,児童心理20巻10

号，昭41．10．

29村石昭三‘‘幼児絵本とことばの心理',児童心理20巻10

号，昭41．10．

30周郷博‘‘読書意欲を育てるもの，，児童心理20巻10号

昭41．10．

31:蓑手重則‘‘考える読票の指導"児童心理20巻10号，昭

41..10J、

32椋鳩十‘‘本を読まない子の家庭教育'1，児童心理20巻

・10号，昭41．10．

33山室静‘‘読書指導の基本，，児童心理20巻10号，昭41

10．

34深川恒喜‘‘子供の発達段階に即した標準読物について'，

児童心理20巻10号，昭41．10．

35岡本圭六“読書困難児の診断と指導，，児童心理20巻10

号，昭41．10．

,．.’‘：“舵
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GEN]ERALSUMMARY

Inthestudiesonreadinginl966，Suchtrendsas

thefollowingWerenotable．．

A・Readinglnstruction

Thedisagreementonmethodsofteachingreadi‐

ngcomprehensionwasasstrongasitwaslastyear，

buttheaccentwasoncomparativestudybywayof

practicalteachingratherthanontheoreticalargument・

Accordingt〕manyreports，Viewpointsontheteach‐

mgprocessweredividedroughlyintotwoclasses：

‘‘singlereadingsynthesism，》and‘‘thethreesteps

system.，，Aconclusionhasnotbeenattainedasyet・

Singlereadingsynthesisminsiststhatitisunne‐

cessaWtoreadthroughthematerialatfirst・This

ideawastheresultOfanalyzingdifferencesofopinion

aboutwhatactuallydeterminedtheteachingprocess：

Doesthesentenceitselfdeterminetheteachingproc‐

ess？Or，isitthepupilasareader？Or,isittheintero

actionofboth？However，anotherproblemwasthat，

forliterarymaterialandfordescriptivematerial，the

teaChingprocessmightbedifferent・

While‘‘thebasicteachingprocess，，schoolargued

thatthereisonlyonefundamentalteachingprocess

regardlessofthesubject，anditmustbefollowed・

Atotalof77reportscoveringallviewPointswere

published．

B・ReadingGuidance：

Therewasgreatprogressintheeducationalfield

ofreading,bothintheoｪyandinpractice,lastyesr,

Inourcountry，therehadbeenastrictdistinction

betweenthesphereofstudyonreadingcomprehen‐

sion，includingtheteachingofbasicreadingskills，

andthesphereofextra-curricularreadingguidance-

But，the記wassomediscussionontheessential

relationofthese，whichshowedatendencytoward

theintegrationofbothintothecurrecularreading

instruction・Somemagazines，i､e・‘‘SchoolLibrary，，

‘‘ChildPsychology，，,and‘‘HacticalReading，',included

specialarticlesontheseproblem，amongwhichim-

portantopinionsandexperimentalreportsappeared，

Also，notafewreportsonpracticalcomprehen-

siveplansandevaluationsofthereadingguidance

programwhichaimsatmoraleducationwerepublis-

bedbyprimaryandsecondaryschools・Thesewere

quitenoteworthy・

Handyguidebooksonreadingguidancefor

teachersandparentswereprinted・Someofthem

includedusefulbibliographiesbutasyetacomplete

bibliographyhasnotbeenpublished・

Fortheadvanceofbibliotherapy,theJ.S､S､R・

publishedthefirstguidebookinJapan．Withits

appearancecasestudieshavebecomemoreactive

ingeneral．

C・SociologicalSurvey：

Fivereadingsurveysweretaken、

1．Asurveyontheadultpopulationwhichhas

beentakenannuallybytheMainichiPresssincel947・

ThisyearaboUt7,000menandwomenabovel6

yearsofagewerecheckedasacrosssectionofthe

nation・Datawascompiledon％ofreadersinthe

population；theirfavoritebooksandauthors；their

motivesinbuyingbooksandmagazinesandtotal

purchased；andtimespentonthereceivingendof

society'smass-communicationmedia．

－22－
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2．Asurveyofyoungsters：Thishasbeencarried

outbytheMainichiPresssincel954・Datawason

thereadingtendenciesofboysandgirlsfromprimary

schoolthroughhighsChool，thereasonswhynon，

readreshadneverread，thetimespentonreading

eachday，etc、

3．Asurveyofruralareas：Thishastakenby

thelenohikariAssociationsince1944．Datawason

theratioofthosewhoreadbooks，magazines，and

newspaperstothosewhodidnotread，titlesofthe

booksmostread；themeansofacquisition，etc、

4AsurveyofpupilsinTokyo：Thishasbeen

takenbythelnstitutefortheStudyofPublication，

T6han，everyotheryearsincel958・Datawasalmost

thesameasthatof(2)．

5．AsUrveyofbookstorecustomers：Thishas

beentakenbytheAsahiPresssincel954､Information

wasgatheredonthepopularityofcertainnovels，the

typeofcustomersrelativetopublishers，etc．

D・PsychologicalStudies：

Severalstudieswereconcerningreadingabilities．

S・Fukuzawaanalzedthatraitsofpoorreaders，and

foundthattheirintelligencewasnotalwayslower

thanthatofgoodreaders．Y・Sat0studiedthedevel‐

読書科学の研究

opmentofBraillereadingbyblindchildren・Remar‐

kabieprogresswasseeningradeslto4，but

theirpacewas3or4timesslowerthanthosewho

couldsee．A・Okadaexperimentallyprovedthat

speedreadingtrainninggiventwiceaweekforeight

weeksgreatlyenhancedthereader'sspeedand

flexibility・

Areadingtestformiddleschoolstudentswas

madebyS・MuraishiandY・Sat5・Anothertestfor

BraillereadingoftheblindwasstandardizedbyY．

Sat面．

1．Sakamoto，surveyingpupil'sinterestinrecent

magazinecomic3，reportedthatitwasdifferent

dependingonage，sex，andlocality．

N・Kimurarelatedthatreadingduringadolesce‐

ncestronglyinfluencestheformationofpeople's

viewsOflife．S・Okami'sreportwasabouttheproc‐

essofbibliotherapywhichhesuccessfullyusedin

treatingajuveniledelinquentwhohadcommitted

rapeandblackmai1．1．SakamotoandT・Murofushi

wrote‘‘Bibliotherapy，'，asaguidebookforcounc‐

elingteachers．T・Sakamotostudiedthesizeand

spacingoftyperelatiyetoreadability・Studiesonthe

readableconditionsofnumerals，byH,Ishihara,and

ofChinesecharacters，byY・Kawai,werealsomade．
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出版界匁の展望

－字般図書の出版概況＊
伊一・■■

東販出版科学研究所河北憲夫鋳器

東京オリンピックを背景として週刊誌は長い低迷期かれに伴う文化的調度品としての全集物に対する噌好，世

ら脱し反溌に転じた。そしてこれを契機に出版物は害帯数の増加による全集購読単位の拡大，趣味の多様化と

籍，月刊誌，週刊誌と全面に亘って普及を高めることと個性化にもとづく1人1全集的な風潮などが全集人口膨

なった。41年もその趨勢に変りはなく，普及のうねりは脹の要因として働いてきたが,これらの条件が41年にな

むしろ近年に見られないような盛り上りを示した。すなって一段と強められたことは明らかである。勿論一方で

わち部数面からの対前年比は書籍21％増，月刊誌8％全集自体の魅力も見逃せないが，何れにしても全集物の

増，週刊誌14％増，これらを定価に換算した総売上で見好調が41年の書籍出版にとって有力な軸となったことは

ると2,480億円と推定され，前年に対し21％の増収であ疑いのないところだ。

る。．次に全集物と並んで大きな分野を占める各種の新書

ではこのような推移の中で具体的に出版活動はどのよ類，つまりペーパーバックスを見ると41年も多くのベス

うに展開されたか。書籍と雑誌に分けて述べてみたい。トセラー作品がとの分野から生れたことは事実である。

…然しそれにしても2～3年来，40に余る出版社が戦列に
書き籍…一考～1～、〆

参加しているだけに過剰生産の徴候は前年でも既に強か

まず出版スタイルの面から興味脇傾向巻取りあげてった。その上シリーズ物という条件もあって出版企画の
…－，，．斗．が9′

みようさ年々 普及に普及を重ねぞきた書籍が4'年にもなマンネリ化，或いは競合という事態が重なり売行は前年
。､-.-：'.．･･.･･･､心0．．，‘､

お活況を呈じたのば何といっても至集物の好調に負うとに続いて鈍化した。勿論ペーパーバックスの主な顧客で
･"『Q:，.げ，4.， ,｡o』、'7｡，。‐・・

ころが大きい。事実，内外各種の文学全集を初めとしてあるサラ･リーマンや大学生は増加しておりjまたその出

百科事典･思想･歴吏･美術･音楽もめから経済.工学版企画で最も成功の確率が高いﾉﾝ:フィクシーンヘの読
・理学などの専門分野まで企画は広範に亘り，またその者の噌好も年々 高まっている。したがってペーパーバッ

売行も従来の水準を上廻った。全集物は37年頃から上昇クスに対する背景はむしろ好転しつつあるというのが実

気流に乗り，その後尻上りに売行を高めて更に41年の活情だ。それだけに41年の不調は注目される必要がある

況につながったわけだが，こうした現象は出版市場の変う。

革を抜きにしては考えられない。それを端的に示すのが ところが同様にシリーズスタイルでも文庫本の売行は

購買層の大膨脹である。経済的余裕の増大はもとよりと好調を続けた。例えば数年来大きく伸びてきた歴史物の

して子弟に対する教育熱，ひいては教育水準の上昇によ売行にも示されているが，最近の読者にはいわば源流に

る中核的読書人口の増加，次第に好転する住宅事情とそさかのぼる意識が強い。これは当然，古典や名作にもつ

ながるわけで，好みの作品を自由に選択できる文庫が読器Scopeofthegeneralpublishingworld・

識KAWAKITA，Norio（InstitutefortheStudy者にアピールするのは自然の成行といえよう。なお文庫

ofPublicatiOn，T5han.）本で触れておきたいのは，ここでもやはりノンフィクシ
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ヨンのウェイトが上っていることだ。ノンフィクション

についてはさきにペーパーパックスでも触れたが，ただ

考えておきたいのは同じノンフィクションでも両者の間

にはオーソドクシーの点で大きな相違があることだぴそ

の点で復古の風潮がよみがえりつつある今日だけに，こ

の辺にも文庫本とペーパーバックスの秘かな競合のある

ことが指摘されよう。

ところで次に低定価の文庫本とは対照的な高定価本を

取りあげておきたい。一応定価2,000円以上のものを高

定価本として，その売行は前年を大巾に上廻った。前年

も相当伸びているだけに普及増はまさに根強い。それと

いうのも美術関係を中心とする高定価本にはこれまでい

ろいろ挙げてきた好ましい市場要因が反映するからだ。

勿論，部数自体は高定価本だけに自づから限定される

が，この種のものに対する需要が大きく伸びたことは十

分注目されてよい。

大体以上が出版スタイルの面から見た興味ある動きだ

が，次に部門別の角度から主な傾向を述べてみよう。

総記部門

L既に前年から異数の売行を示した‘‘世界原色百科事

典，'〆それに‘‘現代新百科事典，，‘‘世界大百科事典'，な

どの事典物のほか，新しく創刊されて好調なスタートを

切った‘‘世界の名著，，，或いは着実な売行を辿る“人生

の本，，‘‘現代ノンフィクション全集'，というように全集

分野が活発に動いたことが大きい。然しその一方では単

行本もかなり好調で，前年から売れ続いた‘‘人間の建

譜?f皇や::‘嘩鏡の中の世界”も含めて‘‘若さに贈る，''β‘春の

草?仰月影,,“小林秀雄対話集'，などの人生随想物，ま

だぞ説とコントラスト:をなしているffへん:な本，，‘‘立ち

読夢厳禁の本，郡‘びづくり本',といつたう9レイボーイ物

がよく出た。

志哲学部門矛？；『息組一一

総記と共に最近脚光を浴びつつある分野だが,41年に

は‘‘西洋占星術2，‘‘生きがいの探求，，“私をささえた一

言，,を初め，‘‘人間の心得，’“思想の花びら，，群現代青

春論，，‘‘忘れる技術''く‘内攻的性格風'“肉食の思想，，‘‘道

出版界の展望

をひらく，'など，主として人生論的なムードを捉えたも

のがよく売れた。なお全集物としては‘‘三木清全集'，の

着実な売行を挙げておこう。

宗教部門

創価学会や立正佼成会といった宗団の隆昌を背景に宗

教人の筆になる作品が広く読まれた。既に前年からベス

トセラーとなった‘‘人間革命，，が更に6カ月のロングラ

ンとなったほか，‘‘人間への復帰，’もそれに次いで売れ

た。ともかく41年の宗教部門は圧倒的にこの2作品で代

表されたといっても過言ではない。

歴史部門

まず全集‘‘日本の歴史，，が注目されよう。前年2月に

創刊されて各巻非常な売行となったが，41年も年間を通

じて全集ベストセラーズの2位を確保した。全集ではそ

のほか‘‘ライフ人間世界史'，‘‘､日本の女性史，，或いは‘‘近

代の戦争”が挙げられよう。また単行本では‘‘海軍主計

大尉小泉信吉，，‘‘歴史よもやま話，，‘‘天皇ヒロヒト，，と

いったユニークな作品がベストセラーズの上位に進出し

たのを初め，アカデミックな‘‘世界史概観'，‘‘日本の歴

史，，(岩波版)，戦記‘‘太平洋戦争'，‘‘朝鮮戦争'，‘‘日露戦

争，'，伝記‘‘福沢諭吉，，‘§米内光政'，‘‘太平洋の提督，，

その他‘‘風俗の歴史，'或いはケネディ関係のものもそれ

なりに売れた。なお明治100年を記念する作品が相次い

で出されたのもこの年の特徴であろう。

毅地理部門

一風変った旅行物として§‘ヨーロッパケチョンケチョ

ン，'L力:人気を集めると同時に，一方ではカッパの新企画

というイメージで‘‘今日の風土記シリーズ''1（東京，京
一：．;‘、

都,,奈良）が伸びた。それだけ通り一辺の旅物では通用

しなくなったわけだが，こうした傾向はカラー版‘‘山の

花，，や‘‘日本の山々，，の売行にも示されている。なお全

集物としては前年から売れている‘‘日本の旅'，が挙げら

れよう｡IF～．，

経済部門；､『房

§4年も経営関係のものがよく出た。唯，従来と違う点

は経営手法的蔵ものより財閥や個々の企業を覗き見る趣
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向がクローズアップされたことだ。‘‘三菱紳士，'“住友

商人，韮‘HONDA商法，，‘‘関西商法，'或いは‘f東芝の

悲劇，，といった作品がそれである。また‘‘学歴無用論，:I

が世論を喚起して4カ月に亘りべストセラーズの上位に

ランクされたことも興味をひいた。然しそうした一方で

“サムエルソンの経済学'3や‘f資本論の世界'?外全集物

では‘‘経済学全集，，がそれなりの売行を見せたことも付

記しておく必要があろう。

社会部門

企業経営の側面に位する労働問題関係の作品が平均し

てよく売れた。‘‘人間関係，’‘‘日本の労働貴族?，‘‘恐る

べき民青，，‘‘これからの労使関係，，‘‘現代の労働者，，な

どがそれである。またかなり下火になったが，平和に対

する関心の底流は‘‘米中もし戦わば，，‘‘続南ヴェトナム

戦争従軍記，，となって現われた。このほか吉展ちゃん事

件を扱った‘‘一万三千人の容疑者，，，中国の文化大革命

で‘‘燕山夜話，?，創価学会的風潮に乗った‘‘家庭革命，？

がそれぞれの角度からアピールした。なお‘‘マルクス主

義入門，，“日本春歌考，，“カラー版風俗の歴史，？“20年‘

後の世界，，‘‘なくてななくせ”など，41年の社会部門は

バラエティに富む出版企画で賑わった。

文学部門

多くの作品がテレビとの相乗効果でベストセラーズに

登場した。‘‘徳川家康，，‘‘氷点，,‘‘おはなはん'，を初め

として‘‘青春とはなんだ，，‘‘かあちゃんと11人のこど

も，，‘‘湖の琴，，‘‘絶唱，，‘‘火山列島，，‘‘逃亡者，,‘‘嵐の

なかでさようなら，，などだが，出版とテレビとの関係が

緊密の度を加えたことは十分注目されるところだ。また

41年の特徴として‘‘山本五十六，，‘‘戦艦武蔵，，‘‘あ､､同

期の桜，'など，旧帝国海軍へのノスタルジーを盛った作

品がよく売れた。広い意味の復古ムードがここにも現わ

れている。

次に全集物だが，各種の文学全集がランクの差はあっ

ても平均して好ましい売行となった。‘‘日本の文学，

§‘世界の文学'，‘‘カラー版世界文学全集，’‘§現代日本文

学館'，‘‘豪華版日本文学全集，，‘‘日本文学全集，，などの

総合全集のほか‘‘激石全集，，‘‘吉川英治全集，，その他の

個人全集も好調だった。なお年の後半に初めての詩歌物

‘‘日本詩人全集'，が10万冊を越える大部数でスタートし

たことも注目されるところだ。

芸術部門へ

全集物を見る．と41年も美術関係の企画は活発で‘‘世界

の美術館，，‘‘豪華版現代世界美術全集'，‘‘原色日本の美

術,，“世界美術全集，'のほか‘‘浮世絵'，‘‘世界の美術，，

§‘東京国立博物館，,などが競合した。また音楽物として

は‘‘世界の音楽，，が全集ベストセラーズに登場したこと

を挙げておきたい。

一方，単行本では芸能人の筆ずさび‘‘女ひとり．’‘‘現

代落語論，，“あ一やんなちやった'，‘‘君といつまでも，，

が結構人気を得たのもやはりテレビの影響によるところ

が少なくない。‘

大体以上が41年のトピックとなる部門の動きだが，な

おそのほかでも理学9学習参考書･教育･辞典など，その

売行は何れも前年より1割を越える伸びとなった。その

反面で厚生・工学・産業・医学は前年を下廻ったが，そ

の落ち込みは1割弱に止まっている。最後に41年の年間

を通じてのベストセラーズ（上位10位）を単行本・全集

物別に掲げておこう。

単行本

一L人間革命池田大作聖教新聞社

2．人間への復帰庭野日敬佼成出版社

3．氷点三浦綾子朝日新聞社

4.’へんな本野末陳平青春出版社

5．海軍主計大尉小泉信吉小泉信三文芸春秋

6．私をささえた一言扇谷正造青春出版社

7．家庭革命池田大作講談社

8．五味マージャン教室五味康祐光文社

9．山本五十六阿川弘之新潮社

10．天皇ヒロヒトレナード・モズレー毎日新聞社

全集物

1ず世界原色百科事典一小学館
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出版界の展望

、

高まった年といえよう。

別冊，増刊の盛行

セグメンテーションとも関連して41年には別冊や増刊

が多く出された。焦点を絞った編集によって読者の購読

心を刺戟しようとする出版社の意図もその原因だが，一

方で読者側にも定期購読に捉われないフリーな噌好が高

まっていることは否めない。唯，そうした風潮を背景に

大衆誌関係で安易な低俗企画が多く見られ，出版倫理面

から世論を呼んだことも事実である。

大部数誌の伸び

月刊誌には多くの分野があるが，その中で児童誌・大

衆誌・婦人誌・総合文芸誌は他を遥かに抜く大部数を擁

しており，それらを合せると月刊誌全体の略々6割に相

当する。ところで41年にはそうした大部数誌が揃ってか

なりの普及層となった。何といっても専門誌と違って広

範な読者大衆に結びつくものだけに月刊誌のマスメディ

ア的意義からも注目されてよい。また同様な傾向は週刊

誌でも総合週刊誌・大衆週刊刊誌？婦人週刊誌・児童週

刊誌の膨脹となって現われており，ともどもに雑誌が一

段と大普及時代に入ったことを示している。

趣味関係誌の好調

美術・音楽，或いはカメラ・囲碁・将棋・釣り・旅行

など万般の趣味に関する月刊誌が好調に伸びたことも41

年の特徴といえよう。いうまでもなくレジャー的風潮に

負うものだが，いわゆるディレッタントの増加が着実に

その種雑誌の売行をカバーしていることも見逃せない。

なお広い意味で，スポーツ誌の伸びも併せて挙げておき

たい。

カラー版世界文学全集

吉川英治全集

世界の名著

現代日本文学館

日本の歴史

日本文学全集

日本詩人全集

日本の文学

世界の文学

河出書房新社

講談社

中央公論社

文芸春秋

中央公論社

集英社

新潮社

中央公論社

中央公論社
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活発な創刊活動によって月刊誌は発行点数・部数とも

従来の水準を上廻る伸びとなった。また週刊誌も点数こ

そ1点増に過ぎなかったが，部数では6年振りの大膨脹

で，こうした雑誌分野の好調は41年における出版活動の

大きな特徴となった。次にその主な傾向を述べてみよ

う。

判型のワイド化

かねてから判型ワイド化の動きは一部雑誌に見られた

が，41年にはその動きが俄かに顕著となった。婦人誌．

服飾誌・婦人週刊誌を初め児童向の月刊誌や週刊誌が競

ってAB判を採用した。またそれに伴って誌面の色彩効

果が高められたことは勿論である。カラーテレビなど映

像媒体からの刺戟もさることながら，マス化する雑誌間

の競合によっていよいよ誌面のデラックス化が高められ

た。

セグメンテーションの波

活発な創刊活動にも示されているように，読者対象を

細分化して確率高く捉えようとする動きが盛んに行われ

るようになった。いわゆるセグメンテーションで，既に

39年には平凡パンチ，40年には宝石がそうした角度から

創刊されて先鞭をつけたが，4'年には現代・プレイボー

イ・F6セブン・タウンなどが世にいう男性雑誌のスタ

イルで登場し話題を呼んだ。勿論セグメンテーションは

既存の雑誌にも浸透し，逐次その実が売行にも反映しつ

つある。何れにしても41年は雑誌読者の細分化が一段と

マ

以上，雑誌分野での主な動きを述べたが，なお興味あ

るものとして受験学習誌・教育誌・語学誌などの教育関

係誌・理学誌・工学工業誌などの自然科学関係誌，或い

は月刊並びに週刊の経済誌がそれぞれかなりの普及増に

あることも指摘されよう。

P

弔刃
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児 童読承物の出版＊

新宿区立落合第二中学校今村』秀夫器器

世田谷区立烏山中学校黒沢浩

が約13％ほど，第3位がマンガも含めた芸術部門，さら

に自然科学の部門となっている。
はじめに

1966年1月から12月末までの総出版点数は24,392点

で,:そのうち重版は9,404点冒であった｡このうち，児童

出版物は2398点で，それは総出版点数の9．8％に当る。

この数字の中には，重版物を含んでいるが，この年の児

童図書の新刊害だけをみると，1045点で，全新刊物の

7.0％を占めているというのが，出版年鑑1967年版によ

る統計である。昨年（1965年度）の児童図書は全出版物

の9.6％で，比率からみても，点数からみても，ここ2

～3年はほとんど数量的には変わっていない。

また，児童図書の部門別点数は，表1のようになってい

る。文学の部門が圧倒的に多く，全体のほぼ65％近くも

しめており，続いて歴史や地理および伝記丘を含めた部門

‘表1児童図書の部門別出版量

1創作児童文学
ロ

昨年は児童出版の特色として日本の創作児童文学が質

量ともに高かったこと，外国の現代児童文学の紹介の盛

んなことについてふれた。（読書科学34号）

1966年の児童文学書出版も前年の傾向をひきついでい

るようである。日本の創作児童文学を出版しているとこ

ろをみると，理論社・東都書房・講談社・講学館・盛光

社・実業之日本社があり，低学年・幼児向きの図書も入

れれば，あかね書房・小峰書店・福音館などというひろ

がりをみせている。

イ．戦争を描いた文学

小学校高学年から中学生を読者対象とした少年少女小

説の中には戦争をいろいろな角度から取扱ったものが目

立っている。…ぎ

ぎとくに日中戦争当時の作者の体験をもとにした作品は

前年からあらわれていたが，本年も「パオの少年」（香

川茂，理論社)，「柳のわたとぶ国」(赤木由子,･理論

社〕が出ている。いずれもおとなの起した戦争の犠牲に

なる子どもたちが〆戦争の実態を見つめようとする角度

で描かれている。また，短篇作品七篇を集めた「かあさ

んがんばる」〔稲垣昌子，理論社）は戦時下の市民の日

常生活を描いている。ある大学教師の家庭の母が三人の

女の子をかかえて空襲や物資不足とたたかいながらすご

す姿を語っている6このほかに，学童疎開の閉じこめら

れた世界を描きダ子どもたちにとつ'で戦争とは何かを追

求じている「いつか太陽の下で」（岡村太郎，講談社）

＆

部門点数・％

－28－

ザ
合

帥
弱
躯
虹
罰
岨
邪
２
刑
”
捌

毎
（
函
掌
一
壱
一
》
〉
Ｐ
。
凸
宇
《
『
●
．
●
・
一
告
も
一
画
ロ
ロ
ロ
ー

５
４
４
７
１
２
１
４
２
０

ｚ
Ｌ
＆
垂
Ｌ
盛
６
Ｌ
Ｏ
私
Ｌ
５

１
、
き
が
６

９
。
守
り

‐
■
幸
今

《
９
■０１●

（
一
ｍ
叩
》
｝
》
一
『
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
（
叩
一
〃
一
《
一
色
〈
叩
巨
一
一
一
｝
〉
・
“
毎
宛
、
一
雪
一
一
，
一
一
・
》
〉
（
《
．
一
一
叩
》
〉
【
》
“
．
●
●
雪
（
》
一
（
垂
一
一
〈
一
一
四
一
宮
一
〉

幸
と
今

ｆ

叩
や

》
一

器Scopeofthepublishingworldofjuvenilebooks
Gマさ､｡｡き､

-0『,』｡’｡｡･

鍔IMAMURA，Hideo（OChizii・2ndM過dle

Sohool，Tokyo)；KUROSAWA，Hiroshi（Karasu・

yamaMiddleSchool，Tokyo.）

計”'．239alOq鐸％，戸。 ザ



や

｡

3

｡

，

画

や「昆虫人間の朝」（和田登，信濃教育会出版部）が出

ている。また「あるハンノキの話」（今西祐行,実業之

日本社）はその中の短篇で原爆投下に関連した話をハン

ノキに語らせている。

こうして創戦争のうち第二次大戦に素材を求めた物語

は依然としてよく出版されているが,､戦争体験の無い児

童生徒が読者であることに特別な問題があろう。

「雪の下のうた」（杉きみ子，理論社〕のなかで「屋

上できいた話」は子どもが母親とデパートの屋上に登っ

て景色を眺めながら，母親が戦時中にそのデパートの屋

上に登ったときの体験を語る話であるが，日常生活の中

で，それも戦争の問題と断絶したところにいる子ども

に，戦争の含む諸問題をどう伝えていくかということを

示している作品である。これは数篇収められた小説の中

の一篇であるが，最近の児童青少年向文学のひとつの傾

向を示している。

すなわち，読書である児童少年の立場から考えるなら

ば，戦争を扱った小説のなかには子どもの生活問題に密

着したところで筆をおこしながら，戦争の持つ問題に迫

るものが欲しいところである。そしてその試みがみられ

るのも特色である。

口．子どもの問題をとらえる努力

つぎに，子ども不在などという批判も出ていたなか

で，現代の子どもと子どもを取巻く状況を描いてその問

題性を指摘した作品に「宿題ひきうけ株式会社」（古田

足凡,理論社)がある。まず子どもたちにもっとも切実で

身近かな宿題をとりあげ，主人公たちに宿題をひきうけ

て解答を作る会社を設立させている。この主人公たちの

行為が宿題や受験に代表される子どもの本来の生活をゆ

がめている悪に対する抵抗として描かれている。子ども

の論理がおとなの論理や価値判断に対して正当性を主張

しながら，現代社会のもっとも根源的なものへ迫るとい

った発想が読みとれる実験的な作品である。題名のおも

しろさばかりでなく内容でも子どもの共感を呼ぶものを

持っている。このように子どもの主体性を主張する形で，

換言すれば，子どもの要求や問題を作家が先取りする形

児童読承物の出版

で作品が書かれたのは新しい傾向である。

このほかに，母と娘の心の断層を描いている「いちば

ん美しく」（松井英子〆理論社》混血児が周囲の好奇心

にさらされながらも育て親の大工夫婦の愛情に見守られ

て明るく育ってゆく「青い目のバンチョウ」（山中‘直,．

講学館)，「海賊の歌がきこえる」（今江祥智，理論社）

などがある。

また，「海の日曜日」（今江祥智，実業之日本社）は

一人の少年が木馬から本物の馬に関心が移り，やがて関

心が女の子に移ってゆく過程を，子どもながらの絶望感

や挫折感をまじえながら象徴的な手法で描いている。

これらをみると，子どもを主体に置き，子どもの要求

や子どもが解決を欲している問題を作家が先取りする形

で文学的に形象させてゆくという，創作文学の新しい芽

がいくつもあらわれたのが1966年の特色のひとつであ

る。

ハ．地方土着の文学

民話や民俗に取材した作品や地方の生活に根を張った

作品が目立った。小学校中学年を対象としたものとして

は，「たべられたやまんば」（松谷みよ子文，瀬川康男

絵，盛光社）など民話の語り口を生かした再話が「こど

もの民話」というシリーズで出版された。また「ポイヤ

ウンベ物語」（安藤美紀夫，福音館）はアイヌ民族の叙

事詩ユーカラをもとにした物語である。高学年向きには

「急るさとの民話」（吉田タキノ，理論社)，「くり毛

の絵馬」（おおえひで，理論社）がある。後者は作者が

戦時中三人の子どもたちと疎開生活を送った山陰の大山

に伝わるくり毛の絵馬に関した話を再話している。短篇

集であるが地方の風物を描きこんでユーモラスなたのし

い話になっている。また，すでに述べた短篇集「雪の下

のうた」（杉みき子，理論社）は雪国とそこで働く人々

の生活が地方色豊かな風俗を背景に語られている。こう

した短篇作品は同人雑誌に発表されて，直接子どもの目

に触れる機会がすぐなかっただけに，こうしてまとめて“

出版されてみると，作品集としての価値は，子どもの関

心にかかわる地方土着の生活を描いたものであること

－．29－



読書科学（X’4）

に，新しい貴重な収穫とみることができる。

二．その他

I,学校低学年から中学年にかけてを対象としたオリジ

ナルな作品のなかで，小峰書店の「創作幼年童話」シリ

ーズには，佐藤さとるの「おばあさんのひこうき」や松

谷みよ子の「ふうちゃんの大りょこう」などが注目され

る作品である。また，ライオンやとらなど猛獣の一ぴき

もいないオーストラリアでのカンガルーの物語「ぼくら

はカンガルー」（いぬいとみこ，福音館）がある。

児童文学作品に短篇集がまとめて出版されたこともこ

の年の特色である。「かくれんぼ物語｣．（今江祥智J理

論社)，「雪の下のうた」。（杉みき子，理論社)，「ぼく

らのペガサス」（木島始，理論社)，「ビルの山ねこ」

（久保喬，盛光社)，「五時間目のノート」（香山美子，

実業之日本社）など，過去に同人雑誌に発表されたもの

や一度は出版されながら事情があって多くの子どもたち

の目に触れ得なかったものなどが，このところ再刊され

たのが注目される。

また，動物文学として，あすなる書房の「母と子の読

書シリーズ」の中に，椋鳩十による「三ぼんあしのいた

ち」などが低学年向きに出ているし，高学年向きでは

「草原のみなし子」（安藤美紀夫，理論社）が同著者の

「白いリス」につぐ長編動物文学である。

なお，フィクションのなかで「八月の太陽を」〔乙骨

淑子,理論社）はスペインとフランスに分割支配さ響た

ハイチ島の独立と奴隷制からの開放のために闘った黒人

指導者トウセンの物語であり，歴史的事件に取材しなが

ら，なお今日的な意味を持つ物語を児童文学のうえで試

みている。久保喬の「ネロネロの子ら」（東都書房）は

原始的社会から東京へきた子どもが文明社会批判を試み

るというものである。

いずれも作者が自分の考えを作品のなかにどう表現す

るかに積極的にとりくんだものとして，この年の代表的

な作品のひとつとなりうるだろう。

2外国児童文学の醗訳

つぎに，翻訳による海外のオリジナルな作品の出版状

況をみてみよう･

海外の現代児童文学作品は，日本のオリジナルな作品

の場合と同様，ほとんど全部がシリーズ形式をとってい

る。単行本として出版しているのは，福音館，岩波など

が，数量的にも僅かである。これは，全くの商業主義に

よるもので，販売のためのものである。このように，名

作物シリーズはもちろん，オリジナルな内外の児童の文

学部門は，すべてといっていいほど，シリーズ形式をと

っていることは指摘しておかなければならない問題であ

る。

昨年度同様，本邦初訳ともいうべき，現代の児童文学

が，中学年を中心にしてかなり出版された。つぎにそれ

をあげてみよう。

「新しい世界の童話シリーズ」（学習研究社）には，

ローソンの「ウサギが丘」や，読書感想文コンクールの

課題図書になった，ギュットの「ムスティクのぼうけ

ん」など，3～4年生向けの優れた作品が今年も出続け

ている。

「こども世界の文学」（あかね書房）も，3～4年向

きのシリーズで，エヴィソンの「空とぶ自転車」，A・

ゾンマーフェルトの「アグラヘのぼうけん旅行」などを

含めているし，「世界の子どもの本」〔借成社）でも，

ヴォロンコーワの「フェージャかえっておいで｣，プロ

イスラーの「大どろぼうホッツェンプロック」など，多

彩な，諸外国の作品がつぎつぎに出版されている。

1～2年生を対象とした借成社の「世界の幼年どう

わ」では，象のひきおこすゆかいな事件を扱ったストロ

ボキン「サーカスの四月ばか」や，リンドグレーンの

「ロッタちゃんのおひっこし」などはこのシリーズに入

っている。

シリーズでなく，単行本として福音館では「きつねも

のがたり」（ヨゼフ・ラダさく・え）というユーモラス

な作品や，ウィルヘルム・テルの伝説物語「テルのむす

こ」（ヒューリーマン〕などを出しているのは，高く評

価された。岩波書店でも，マルシャークの作品「魔法の
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品売ります」が注目された。

高学年向きでは，新日本出版社「世界新少年少女文学

選」が，アジア各国の新作品を紹介するなど，異色の出

版を続けている。「川をわたる歌声」（菅忠道編）や「ピ

オネール放送局」（エフゲニー・ルイス）など，しだい

にアジアから世界各国の作品に拡がりをみせている。

岩波書店で思い起すのは，全世界の児童文学の中で，

五指に数えられるだろうと名声の高いルイスの「ナルニ

ア国ものがたり全7巻」が出版され，子どもたちの間で

もかなりの人気を集めていることである。これはこの年

の大きな収獲の一つに数えられるだろう。

また「ハンニバルの象つかい」（バウマン，岩波書

店）は第二次ポエニ戦争（ハンニバル戦争）に加ったひ

とりの象使いの少年の目を通して戦争の姿を見たもので

ある。都市の滅亡，山岳戦など大遠征のなかで人と人の

憎しみ合う戦争についての評価がある。これは日本で戦

争を扱った創作物がよく出版されている現状に立ってみ

るとき，読み手の側にひとつの戦争観を提示していると

もいえよう。

そのほかに「世界名作動物小説」（実業之日本社)，

「ジュニアライブラリー」（理論社）などが，高学年以

上を対象に出ているシリーズである。

このようにしてみていくと，内外ともに，オリジナル

な児童文学の出版が盛んで，従来みられたような，世界

の古典的名作へのもたれかかりは解消しているようにみ

える。だがそうはいいきれない。オリジナルな作品がか

なり多く出版されるようになってきているのは事実だ

が，名作物語の出版は60～70％を占めているといわれ

る。上半期には，講談社と河出書房が「世界の名作図書

館全52巻」と｢少年少女世界の文学全26巻｣のいずれも，

カラーの挿絵による世界名作としてスタートさせ，児童

辻1版界の話題になった。

3絵本

絵本の世界は，幼児から3年生ぐらいまでを対象に，

いっそう多彩になってきている。すでに福音館や至光社

児童読み物の出版

の絵本は外国へ輸出され，国際的にも高い評価を与えら

れている。ことしは福音館b至光社・岩波書店などのほ

かに，かなりの出版社が絵本を手がけかなり豊かに出廻

わっていた。

借成社は，「世界おはなし絵本｣というシリーズのもと

に，ミハルコフの「三びきのこぶた」などを出したし，

「せかいの絵本」〔ポプラ社）でも，「おばけのラーバ

ン」（サンドベルイ）など外国の絵本の翻訳が刊行され

ている。外国の絵本といえば，「ウェザヒル出版社」に

よるアメリカの新絵本が，日本の市場にのりこんできた

ことも，この年の大きなできごとであろう。ただ，日本

の子どもたちにピッタリくるような選択ができているか

どうか疑問もないではない。

一方，海外の優れた絵本の翻訳の多い絵本の世界に

も，しだいに，日本のオリジナルな絵本の誕生という現

象が目立ってきていることは喜ばしい。「つきがみてい

たはなし」（もりひさし作・ふたまたえいごろう絵・こ

ぐま社）のものや，オリジナル絵本ではないが「ひろす

け絵本」（借成社〕のようなものも出ている。

絵本でやはりつけ加えておかなければならないのは，

かつての「こどものとも」の傑作が選ばれてかなり再版

されたし，世界傑作絵本シリーズ（福音館）の出版も，

かなりされていた。「おやすみなさいフランシス」（ホ

ーバン文，ガース・ウィリャムズ画）などはきわだった

ものの一つであった。

このようにすぐれた絵本の出版につれて，子どもの本

の挿絵についても，送り手も，受け手もしだいに目をと

める風潮が出てきている。外国のすぐれた挿絵が，その

まま使われている場合がよくみられたし，「セロひきの

ゴーシュ」の挿絵を書いている茂田井武の作品なども注

目されている。挿絵のカラー化がいっそう進められてい

く折から，絵本に限らず，挿絵についても出版社側では

細かな注意を払いはじめている。文章だけでなくこうし

た挿絵についても注意していきたいと思う。

4ノン・フィクション
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表1にみられるように，児童出版物の65％が文学作品

でしめられている｡．このほかにも文学作品に類するもの

が，0部門などにも入っているので，実際には70％以上

という圧倒的な多数量が文学作品ということになる。児

童図書の出版がどうしてこのように，文学部門にかたよ

るかというと，次のような理由が考えられる。

（'）親子読書や家庭読書など，文学を中心にした利用

が多い。

．(2)学校での教科学習での図書利用などは行われず，

受験のための詰込み学習が横行している。

（3）適当なライターが少ない。

（4）文学のように，いつまでも，そのまま再版するこ

とが不可能である。

つまり，書き手も少ないし，手間がかかる割に売れな

いということから，出版者も手を出さないのである。

そういうわけで，この年のノン・フィクションは前年

にくらべ，いっそう低調であった。創作を中心とする文

学部門の隆盛と反対に，非小説部門はさびれていくよう

な気さえする。

まず，伝記部門で，前年から続刊している「さ・え・

ら伝記ライブラリー」（さ・え・ら書房〕は，「辺境を

歩いた人々」（宮本常一）などの好著を続出している。

このシリーズは，それぞれの部門の専門家の手になる文

化史的な色彩のユニークな伝記物語である。その他に

も，数社から児童文学者たちの手になる伝記読物が出，

それなりの特色はもっているけれど，新鮮味もなく，た

いしたものも見当らない。中では，「N・H・Kある人

生」（全3巻岩崎書店)，「この人に学ぼう」（全5

巻講談社）は，従来はんらんしていた伝記型人物でな

く，庶民の中から新しい素材を発見しようとしている意

欲は光っていた。

「少年少女おはなし日本歴史」（全15巻岩崎書店）

「少年少女日本百年史」（全12巻盛光社）「少年少女

日本の歴史」（借成社〕など，さらに，地理では，「新

しい世界地理」（全8巻借成社）が出ているが，従来

のものにくらべ，とくに出色のものとは思えない。

自然科学の読物は，ほとんどこれというもののない年

であった。僅かに「恐竜の世界_r＜ジム福音館〕と

「わたしの野性動物記_I（阿部襲牧書店）があるが〆

後者は同著者の「貝の科学」にはおよばない。相もかわ

らず生物関係が多く，物理・化学・技術関係はほとんど

ないありさまだが，その生物関係では，図解を中心とし

たもの，図鑑の類が目立った。「原色図鑑生物百科ライ

ブラリー」（全7巻北隆館）もその一つである．

科学物のシリーズでは，講談社の「学習・目で見る科

学」が，科学・技術の各分野にわたって出版され続け，
0．

「理科の実験」（白井俊明）などは，新しいタイプの実

験の本であった。

このように，ノン・フィクションの分野，特に自然科

学部門の出版の先細りは，年ごとにひどくなっている。

文学部門で競い合うばかりでなく，非小説部門こそいま

だに日本では未開拓地的現象を呈している。この方面に

大胆にのり出す出版社はないものだろうか。

むすび

なお，全般を通じてみられることは，読書感想文全国I

コンクール課題図書の選に入ることが刺激になっている

ことに象徴されるように，学校図書館活動や読書指導の‘

進展に刺激されて出版が活溌になっていることである。

しかし，一面では,文学以外の図書の出版の少いこと，

海外児童文学の翻訳にみられるように，互に作品を競っ

て出版し，安易な出版になっているのではないだろうか

ということに対する心配があるdとくに日本における創

作文学の出版のリスクを考えての安易な出版傾向となっ

ていないだろうかということである。日本人による実験￥

的作品をさらに多く出版する努力が欲しいところであ．

る。
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児 童雑誌の動向と問題点調

成躍小学校谷川澄雄舞

童娯楽雑誌について，いくつかの動向をとりあげてみる

ことにする。

○月刊少年誌〔6誌）

「ぼくら」「まんが王」「少年」「少年画報」「少年

ブック」「冒険王」

○月刊少女誌（2誌）

「なかよし」「りぼん」

○週刊少年誌（3誌）

「少年サンデー」「少年マガジン」「少年キング」

○週刊少女誌（2誌〕

「少女フレンド」「マーガレット」

以上の13誌が臨時増刊を加えて出版され続けている。

依然多いギャグマンガ

1965年度～66年度にかけては，「おそ松くん」（赤塚

不二夫）「おばけのQ太郎」（藤子不二雄）「丸出だめ

夫」（森田拳二〕などを筆頭に，ギャグ・ユーモア・ナ

ンセンスを主体にしたマンガが隆盛をきわめ，正月のテ

レビでも喜劇俳優のほとんどが，「おそ松くん」の「イ

ヤミ」のまね，シェーを連発するほどであった。こうし

たギャグマンガの隆盛は，1966年11月号少年画報マンガ

13篇のうち「怪物くん」「でこちん」など重要な4篇を

占め，「ぼくら」マンガ8篇のうち3篇，「マンガ王」

12篇中5篇が数えられていることでもよくわかる。

こうしたギャグマンガは，1967年上半期でも依然子ど

もたちの人気を渡っていて，小学2年生で「怪獣ブース

カ」小学4～5年生で「おそ松くん」がいずれも，もっ

ともおもしろいマンガとしてあげられている。

しかし，「忍者ハットリくん」「おそ松くん」「おば

けのQ太郎」などに刺激されて，われもわれもと悪ふざ

けを書きまくったマンガは，いずれも亜流として，以上

の作品を越える人気を得ることはできなかった。

児童雑誌の一年

児童雑誌は，その出版量からいって，娯楽雑誌と学研

・小学館など学年別編集の学習雑誌･科学雑誌などが中

心となり，およそ50種類あまりが刊行されている。この

うち直販形式をとっている学研の雑誌は，その浸透力が

強く，とくに低学年ほど多く読まれている。昭和42年3

月調べの次の表によっても，このことがよくわかる。

今月読んだ雑誌（都下市・村調査）

｡

寺

b砂

2 年生
(男16．女16）

4年生
(男29．女16）

6年生
〔男15．女14）

器Scopeofthepublishingworldofjuvenile

magaz1nes・

蓋鵠TANIKAWA，Sumio（SeikeiPrimarySchool，
Tokyo）

2年の学習

2年の科学

小学2年

少年マガジン

少女フレンド

リぼん

少年サンデー

４
９
３
０
９
７
５

１
１
１
１

4年の学習

4年の科学

小学4年

少年マカジン

少年サンデー

少女フレンド

少年画報

マーガレット

リぽん

１
６
０
２
９
８
０
６
５

１
１
１
１
１
１

6年の学習6

6年の科学11

少年マガジン6

少年サンデー13

少女フレンド2

少年画報2

マーガレット4

りぽん3

e

ところが，高学年にすすむにつれて，しだいに雑誌の

性格を娯楽を対象としたものと，‘‘子どもの科学，，など

専門的な楽しみを求めるものとに割り切って考えるよう

になっていく。

また，学研の雑誌は直販形式をとるために担任教師の

取捨選択が，大きく子どもの購読に影響している。こう

した学年別編集の雑誌は，学習を援助する意味で編集さ

れているので問題も少ない。

そこで，ここではもっとも出版量も多く問題も多い児
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「ぼくら」11月号「いたずらっ子あつまれ」などは，

「とうちゃんがトイレにはいって，かみとってくれとい

ったら，サンドペーパーをわたしてやれ。」「ちり紙を

くちやくちゃにして，おみそをち一とつけ，女の子の机

に入れてみな｡」などのように，作品としても愚劣化し

て，わずかに「ロポタン」（森田拳二〕「怪物くん」

（藤子不二雄）などが子どもの人気を得ているにすぎな

い。

消えた戦争・忍者マンガ

戦後，ストーリーマンガが子どもマンガ界の主流とな

って以来，はなばなしい空中戦・陸上戦車軍の戦い・迫

兵戦などを描いた戦記マンガ，白土三平を中心としたせ

い惨な忍者集団の死闘を扱った忍者マンガなど，暗く緊

張度の高いもので埋められていた雑誌に，こうした作品

がほとんど見られなくなった。特に，大学生が子ども週

刊誌を愛読するとて新聞紙上で話題になったのも，この

「忍者武芸帳」「ワタリ」「カムイ伝」など，白土三平

の描く農民一嬢と忍者の関係など，質的にかなり高度な

ものがあったからである。

ところが，これらの作品は，新書版のコミックスとし

て単行本となると，子ども雑誌から離れていってしまっ

た。

‘66年11月号では，忍者マンガはわずかに「ぼくら」

の「狼小僧」（白土三平）50pにわたるもの，戦記マン

ガは10月16日号「少年サンデー」の「Dライン」（小沢

さとる）以外には見当らなくなってしまった。

アクションマンガ

では，これらの忍者マンガ・戦記マンガに代わるスト

ーリーマンガは，どんなものが主流になったかという

と，その一つにアクションマンガがあげられる。

少年画報‘67年9月号から新連載の「炎のファイタ

ー」真樹日佐夫（原作）佐藤まさあき（劇画）など，そ

の代表的な例である。鉄道疑獄事件にからんで失脚し，

のであろう。おとなの探偵小説をそのまま劇画したもの

であり，ピストル，短刀などで復讐をせまる少年のすが

たなど，幼い少年少女の読むものとしては刺激が強すぎ

る。

こうしたアクションを主体とした長篇マンガは，どの

雑誌にも見られる。「ぼくら」では，ガードマンの活躍

を主体にした50Pにもわたる「ガードマン7」（園田光

慶，）産業スパイをめぐるアクション「少年ハリケーン

（堀江卓)，「まんが王」では西部劇をマンガ化したも

のとして，「三匹のガンマン」（堀江卓）「少年」・「ザ・

シャドウマン」（さいとうたかお）「冒険王」・「台風

五郎」という探偵マンガなど，枚挙にいとまがないほど

である。こうした社会の犯罪・暗黒面・近代ヤクザなど

の世界を描くマンガが，最近の児童雑誌の主流をなしつ

つあることは，画面がリアルであるだけに，子どもに与

える刺激も強く，おとなの犯罪映画をまい日のように与

えているのと同じような結果をもたらしている。

宇宙怪獣マンガ

テレビ映画「ウルトラQ」から「ウルトラマン」それ

に「マグマ大使」などの成功によって，宇宙怪獣マンガ

も誌面をにぎわせたが，最近号ではそれもまた下火にな

り，「ぼくら」の「ウルトラマン」（一峰大二）「まん

が王」の「ビッグ・トーリィ」（桑田次郎）「少年画報」

「怪獣王子」（石川球太）「少年マガジン」の「キング

コング」（一峰大二）「幻魔大戦」（石森章太郎）「少

年サンデー」の「キャプテン・ウルトラ」（小畑しゅん

じ）など，現在テレビ映画化されているもの以外には新

鮮味がなく，これらの作品も次第に荒唐無形化して，衰

退の道を辿っている。

もともと「キングコング」「ゴジラ」などに発祥す

る，これらの怪獣や宇宙怪獣は，人間精神内部のたたか

いとして生まれたものであったのに，しだいに新奇をて

らって空想的な怪獣をつぎつぎに産み出す傾向にはしっ

死んだ父親のうらみをはらそうと，悪徳社長をねらう少てしまった。そのため，ストーリーに変化や深みを与え

年を主人公としたアクションであるOこうしたマンガはることができなくて，いずれも同巧異曲のものとなって

すでにマンガではなく，文字どおり劇画という性質のもしまった。それが，怪獣ものの衰退の原因であろう。
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③

児童雑誌の動向

また，「マーガレット」「おしゃれなパリ野郎」（北

原百合子）も長篇恋愛マンガである。

これらの少女週刊誌・月刊雑誌の読者が，小学校の二

年生からであるとすると，！i栗然とせざるを得ない。とく

に，貧乏・不幸にさいなまれる少女が決まって，すなお

な明るい娘であり，恵まれた環境にいる少女が，いじの

悪い。嫉妬深い性質といった設定と，おしまいには必ず

不幸だった少女が幸福になるという定式から抜けきれな

いでいる点。継母・おじ・おばなどが，冷酷非道に描か

れている点。恋愛の相手を獲得するために，あらゆる好

策を用いる点など，およそ以前からの少女マンガの域を

脱していない。

金

今では，めんこにまでなってしまった怪獣は，幼児の

おもちゃになり，むかし子どもたちがすもうとりの写真

を見て，とっさにその名が浮かんだと同じように，ネロ

ンガ・ゴメス・ナメゴン・ペギラ・カネゴンなどと，口

をついて出るありさまである。

怪奇グロテスクマンガ

1965年～1966年にかけて，少女雑誌に登場した，楳図

かずお・古賀新一・はまえりこなどの描く恐怖を売りも

のにした怪奇グロテスクマンガも，しだいに衰退してき

ている。「べにぐも」「へび少女」「白へび館」「黒い

猫面」「かれ葉の少女」など，因果と復讐・のろいなど

を描いたこれらの作品は，「鍋島の猫騒動」などをまね

たストーリーで，霊魂が現代によみがえり，少女にのり

うつって，罪のない現代少女をおびやかすのである。

これらの作品は，いちように画面がみにくく，「路上

を，くちびるだけが，ひくひくと動いていく。」といっ

た場面や，「少女の手が，からだが，へびに変じて，そ

れがずるずると，たたみをすって伸びていく｡」といっ

た場面が，いくたびもくり返されるのである。

こうした繰り返しが，しだいに子どもたちに倦きられ

てきている。

「少女フレンド」・「赤んぼ少女」（楳図かずお）

「少年画報」・「笑い仮面」（楳図かずお）「ぼくら」・

「じごく」（江原伸）などが残っている。

恋愛マンガ

ユーモアやオセンチマンガが主であった少女雑誌のマ

ンガの主流は，最近とくに「恋愛マンガ」にかたよって

きている。それも，年令を無視した恋愛の三角関係を描

いたようなものが多くなっている。

「少女フレンド」・「ナナとリリ」（田中満智子）「湖

に消えた少女」（花村えい子）「白いリーヌ」（飛烏幸

子）は，いずれも三角関係が描かれ，「湖に消えた少

女」には，さらに継母をからませている。

「なかよし」も同様で，「その人は昔」（松井由美子）

も，題名を見ただけでは，婦人雑誌の小説を思い浮かべ

そうである。

タ

．

少識年・少･女誌に望む

いずれにしても，こうした娯楽雑誌にも子どもの心を

暖める事実物語・中間小説的な小女小説・少年小説など

を入れてほしいものである。

1967年9月号を中心に，ページ割りを見ると，

■苫

0

誌名総ページマンガページ読むページ
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のようになっている。

このようなページ配分は，子どもの娯楽雑誌といえる

のだろうか。いわゆるマンガを主体とした少年少女雑誌

を，このまま認めていくとすれば，やはり読み物を主体

とした少年少女のための雑誌がそろそろ生まれてもよい

のではなかろうか。
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GENERALSUMMARY

1．PublishgworldinJapan

Thegeneralconditionofthepublishingworld

wasaprosperouscnelastyear・Thenumberofissues

increasedby21％abovetheprecedingyearinbooks’

8％inmonthlymagazines，and14％inweeklies6

Grosssaleswereestimatedat￥248billion，a21％

increase．

（1）Books：Serialpublications，includingencyCl‐

opedias,wereplannedinvariousfieldsandsoldwell,

althoughexpensive・Manybest-sellerscamefrom

amongpaperbacks・Ganerally，therewasatendency

towardnon-fictionandclassics､Moreprecisely,themes

referingtothenewapproachtoJapaneseandworld

history，criticismofpastandpresentwars，andthe

theoryoflifebaseduponthesewerehighlighted・

Thefieldsofsociologyandeconomicsalsosoldwell・

Booksdealingwithtravelandleisuretimeareonthe

upsurge．

（2）Magazines：Literarymagazinesandthosefor

children，adolescents，andwomen,accountedfor60％

ofallmonthlymagazineslikelastyear・Someofthem

increasedtheirsize，usedmorecolor，andshowed

specializationforprofessionalreaders・AnewPlay

boy-typeofmagazineforyoungmenmadeitsappe‐

aranceandsomeofthesewereaccusedofbeing

vulgar．

2．ReadingmaterialsfOrJuveniles

（1）Books：Juvenilepublicationsrepresented9．8

％ofthetotalbookspublishedinl966，andtotalled

2,398differentworks，Thisratioisalmostequalto

theyearbefore・Literaryworksmadeup65％ofthis

total，followedbyhistory，geographyandbiography

(13％)，fineartsandcomics（7％)，andnat唾al

sciences（6％)．

Literatureproglessedbothinquality・Among

newly-writtenones，therewerestillmanywarstories，

inwhichchildren'ssacrificesduetowarscausedby

adultswereoftenthetheme・Othergoodstoriesdisc‐

ussingchildren'swaysoflifewerealsowritten・

BesidestranslationsfromforeignClassics，there

appearedthetendencyofintroducingnewworksfrom

abroad・

Weregretthatnon-fictionworks，particularlyin

thenaturalsciencefield，werefallingoffyearby

year．

（2）Magazines：The笈eareabout50Juvenile

magazinesinJapan，almostallofwhichinclude

comics，whosecharactershavegainedpopulaIityon

television・Inothercomics，warheroesandinvisible

men，thathadbeenpopularbefore，decreasedin

popularity，whileactionstoriesaboutcriminalsand

detectivesincreased・Monstersareontheirwayout

astheyhavebecomestereotyped・Incomicsforgirls,，

themainthemesareonterroranddistortedlove，

againstwhichJapanesefeelstrongly．
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公共図書館の読書運動※

日本図書館協会植田喜久次雑

表現の自由，つまり出版の自由を損うものからの解放と

いう意味よりも，読書疎外現象からの解放といったほう

が至当であろう。

1966年における公立図書館数は752で，前年度に比較

して15館の増をみた。1966年4月1日現在においての市

町村立図書館の設置率は次の通りである。

表1図書館の設置率（1966．4．1.）

1．公共図書館における読書運動の基本概念

図書を介在とする読書運動には，普通二つの型が考え

られ実行されている。

①読書の質的効果を狙ったものでそこから指向するも

のを導きだす社会運動的な読書運動。

②読書の効果は派生的なものとしてとり扱かい，読書

そのものを直接の目的とする読書運動。

①の型態は，戦前に多く打出された傾向が強く，具体

的には「読書会・図書群の運動-1などに代表される。こ

れらは，ともすると思想統制の傾向が悪くすると流露さ

れて，運用者の方法如何によっては，良くもわるくも一

定方向への作用を伴わせる性質を内包している。また，

それが失われているものとすれば，その読書運動は本質

が損われているものといわねばならない。

②の型の読書運動は，①にみられる性質は稀薄なもの

となり，むしろ読者の量的把握を第一義とする傾向が強

い。読書人口の育成に，その目的があるといってもよ

い。

公共図書館で現在おこなわれている読書運動は，②の

型態の色彩で押し進められているといえる。これは，読

書のもたらす種々の効果を前提の条件としても，公共図

書館の利用者層の開拓にその本質があるといえ，読書運

動は利用者層への巾広い浸透であるとされる。

公共図書館が読書運動を進める場合，その第一の命題

とされるのは「読書の自由の確保と推進」である。この
●●●●●

場合読書の自由とは，たんにこれまでよく問題とされた

』

妙

－－－－－

器Readingmovementofpubiclibrary

鐸UYEDA，Kikuji，（JapanLibraryAssociation）

市区町村
団体数 豊富灘設置率％望書茎％

－37－
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2，000

815

63.4 62．7

量;)7個“

※375

194

16

｡

計3,39858517．215．6

、

（※区立とは，東京23区をさす。図書館設置団体数は，一つ

の都市に団書館が複数存在しても，一つとしてとり扱ってい

る｡）

図書館の設置率は，1961年に比較して5年の時日を経

ているのに1．6％の増にしかすぎず，依然として図書館

の不在現象は解消されていない。県立図書館所在地にお

ける市立図書館の設置率は52.2％であって，残りの47.8

％（22市）の県庁所在市においての未設置現象は，問題

とされねばならない。この図書館不在現象を人口比でみ

るなら，日本の人口の中でその居住している市区町村団

体の図書館と接触できうる人口は,約56％である。（この

場合,県立図書館の活動地域は除く｡〕図書館活動の享受

人口が約56％といっても，公民館図書部の存在を考える

なら，だいぶ割増ししなければならないであろう。

この施設状況は，1966年度においても殆んど変りはな

い。これでみると区立を除いた市町村立図書館の併設館

は，全体の43.3％も占める。併設館の中で公民館の占め

る割合は，258館のうち141館で54.6％と非常に大きな位
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イントの種類・組合わせ・配置，図書館網の組織等)，

③，図書館財政の妥当化（サービス責任の配分；運営主

導権や査察権の帰属，財政負担率の合理化等)，④サー

ビスの生産性引き上げ，なのである。

表2市区町村立図書館の施設（1965．4．1.）

ザ

独立館併設館（主内訳）

置を占め，公民館と図書館の二枚看板性を如実に示して

いるといえる。社会教育施設への理解の欠落と混乱およ

び貧困は，図書館の問題でいえば先述したところの「読

書の自由の疎外現象」を招来しているといえる。図書館

の未設置地域をどうするかばかりでなく，図書館個々の

サービス・エーリアの問題が，読書の自由の疎外現象を

解消する鍵となる。近代社会においての公立図書館の存

在は，必要不可欠の条件となるもの，ということで公立

図書館は，一般地域住民との間とのつながりを健全に保

たねばならないものとなる。ブランク・エーリアとウィ

ーク・ポイントのカバー，および図書館のサービス地域

内での未利用者層への浸透とか，公立図書館にとって改

めて配慮させ取組ませねばならない問題となって，読書

の自由を確保する手段としての「読書運動」が課題とな

ってくる。

そこで読書運動は，奉仕理論として打出されたものと

いうよりも，図書館奉仕のための政策として肥行された

色彩が濃い。現代社会における知的自由の権利保証とい

う名のもとに読書運動は進められているものの，一方で

は図書館数や増加図書冊数の不足によってより一層離合

集散するところの利用者層に対しての離脱から接触への

防衛策といえなくもない。つまりは，読書運動という名

称は与えられていても，図書館サービスの積極的な拡大

策なのであって，戦前より呼称されていたいわゆる図書

館運動で行動を付随したポリシーなのである。つまると

ころ（1）図書館の開発で，それは①サービスの普遍化

と妥当化（格差解消と全体水準の引き上げ)，②図書館

構造の適正化（単位図書館の規模と配置，サービス・ポ

118(灘塁i2手役所'7，
19（区役所7，区民会館7〕

128（公民館75，町役場24）

13（公民館9）

３
３
５
４

７
３
５

２
市
区
町
村

立
立
立
立

2．読書運動の効率

1965年度（1965．4．1．～1966.3.31.〕におけ

る，公共図書館の館外個人貸出登録人数は，自動車文庫

による約22万人を加えると100万人であって約1％の登

録率であった。これらの人達に貸し出された1年間の図

書冊数は，自動車文庫の144万冊を加えて約1,033万冊，

1人当年間約10冊の図書を借りていることになる。これ

でみると図書貸出の効率はそう悪くないことになるが，

何としてもの問題は登録率のことである。フィリピンの

10.2％，ニュージランドの24．2％，ブルガリアの28．1

％，チェコスロバキアの21.3％，ハンガリーの20.2％，

スウェーデンの16.8％，フィンランドの15.9％（以上い

ずれも1964年度）など諸外国に比較して著しく低い。こ

れは，図書館の未設置地域が存在していることと同時

に，人口の適正な単位規模に相応した図書館網の配置が

なされていないことによる。単位図書館当りのサービス

・エーリアは，半径2Km以内であると明言されている

が，この原則は具体化されていない。ということでこれ

を補う手段として団体貸出（グループ貸出〕・貸出文庫

など組織を対象とするサービス方法が採用され，大巾な

読者（図書館利用者）獲得と図書の貸出効率の昂揚が狙

いとされる。1965年度における登録団体数は約3万2千

団体で，約550万冊の図書を貸し出している。（この550

万冊は，図書館が当該団体に貸し出した図書冊数であっ

て，団体内での利用図書冊数ではない｡〕

貸出効率をあげるための主要事となっているのは，連

絡調整の密な中継地点（学校・教委・公民館・その他）

の確保と各種団体に適合した図書の供給（農業文庫・

産業文庫・その他）である。これらのことは，種々と関

心が集中されて打開策が練られてきたが，その一つとし

て近年読者大会・利用者大会などの催しによる利用者の

計370277
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組織化に意が注がれつつある。利用者の組織は，利用対

象の正確な把握によって図書館と利用者との間の図書の

流通経路を安定化させる性質を有している。それと共に

利用者組織という核が，その外包に向かって働きかける

現象を期待しているものである。

3．読書運動のうごきと課題

（1）読書グループ

読書グループと呼称されているものには，図書の貸出

をうけるのみのグループと，前者に付加して読書会を行

ない更に読書感想文などの文集を発行したりするグルー

プがある。後者の場合は，読書サークルなどとも称され

るが，グループとサークルという言葉に厳密な意味での

差違はない。現在のところ読書会を実施したりする団体

は，図書館に登録されているもので約1万団体であろう

といわれる。これら団体の構成は，種々相で婦人団体・

青年団体．地域団体・職域団体・PTAなどがある。そ

の中でも特に地域団体・PTAを含めて婦人を主とする

構成が最も多い。

読書グループないしは読書会の運営で問題とされてい

ることは，読書会のリーダーないしはグループの世話人

の煩雑さである。リーダーの場合は，読書会の興味と円

滑さと維持運営に備えねばならないし，世話人の場合

は，図書の選択および貸出に対する会の発展への働きか

けが付随してきて，リーダーと世話人の責務は重いもの

となってい,運営の方向如何はこの人々にかかっている。

このことで図書館としては，リーダーの発見と育成を心

がける必要が生じてくる。リーダー研修会・世話人同志

の話し合いがもたれるのは，以上の理由によることが多

いが，リーダーや世話人自身の興味の持続策も加わって

いる。そのほかグループに対する働きかけとしては，会

自身のマンネリを防ぐ意味と会の助長と円滑さと拡大を

図る意味で，読書グループ同志の交歓会がもたれたりし

ている。浜松と豊橋，または徳島と滋賀とかいった県単

位のものもあれば，その街の中での小規模な合同読書会

公共図書館の読書運動

など。前述した読者大会は，この種のもので最も大きな

規模の催であって，組織化とそれ自身の宣伝と拡大策を

狙ったものである。毎年11月の読書週間の時期に開かれ

るのが通例で，皮切りの長野をはじめとして静岡・愛知

・岐.阜・滋賀・福井・大阪・青森・茨城・埼玉・横浜・

大宮……など各地に展開されている。

しかしながら，この種の積極策があるとはいえ，人口

比にすればまだまだ数が少ないのであって，グループに

対する働きかけでもって読者数が得られたわけではな

く，グループ数の拡大は読者構造の核の増殖と理解し，

図書館数の増加による日常の接触が必要とされる。

（2）読書興味の発達と読書習慣の形成

読書をすすめる働きかけとして肝要なことは，それぞ

れの人々にどのような図書を配するかということであっ

て，個々人のパーソナリティと興味にあった適切な図書

を遇することは至難な技とされる。読書運動との最初の

働きかけは，読書興味の誘引であり，その意味で図書館

による図書目録の発行は，基本的な仕事とされねばなら

ない。青少年に奨める100冊の本とか，家庭婦人に奨め

る図書100選という類の解説付目録の発行が盛んになっ

てきたことは，上記の趣旨に沿ったものである。愛知・

静岡・岐阜・埼玉・福島・東京・滋賀・大阪・徳島・福

岡・長崎・鹿児島・山口……それぞれの地域・それぞれ

の図書館で発行されている。

児童に対するものとしては，一般刊行書の中に学齢月I

に対象の図書が掲示されている例が多くなってきた。こ

れらのことは，読書運動をすすめる図書館員が資料源

（図書）の素材をより一層把握することの必要性を痛感

させている。解説付目録の発行にしても，資料への精通

法にしても，県段階の地域協力などを施して研究援助し

あい，より充実度のあるものにしたい。

図書館の発行物としては，図書目録の他に文集などの

発行がある。文集の発行も目録の発行と共に盛んになっ

てきた。これは読書興味の育成に少なからぬ効果があ

り，読書運動の一種として「図書館の記録活動」と確認

すべきことがらである。集団読書の読むことから話すこ
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と，書くことへの移行現象ともされるが，特に児童を対

象とする場合は効果がある。読書感想文コンクールにま

で発展させるのは，児童に負担がかかるということで少

なからぬ問題が散在するが，岡山市立・江戸川区立・高

岡市立伏木．クローバー子供文庫とか各地の図書館で作

られている児童の文集は，読書することの嬉しさを素直

に伝えてくれる。記録活動は，あまり束縛することなく

自由な雰囲気の読書を助長し，読書を習慣づけるものと

して大切にしていきたい作業の一つである。

青年や婦人の記録活動もまた各地に展開されている。

1966年に発表されたものでユニークなのは，上田市立図

書館における創作グループの活動であろう。これは，い

うまでもなくPTA母親文庫の活動から発生したもの

で，自己の思考を確認し，発表し，的確に位置させてい

くことへの喜びの活動といえる。

多くの場合，図書館の記録活動は，読者による読書す

ることの再確認とその発展作用であって，記録活動その

ものが目的となるものではない。しかしながら，この視

点を見失う傾向もなくはなく，それと世話人の役割に負

担がかかることもあって継続させていくことの難しさが

伝えられている。こうした意味では，全国的に連絡しあ

って何らかの交換作用がもたらされてもよい。

（3）読書運動の方法の再確認と展開法

奉仕活動の確認と討議研究のために，毎年ブロック毎

の。地域ごとの研究会が開かれる。いろいろの大会とか

社会教育研修所での研修会も加わって数としては多くな

ってきたのに，積極的に持続し発展させていく効果が少

ないのは，研修会自身・参加者自身の積み上げが足りな

いことによる。

1965年末より館界の中に設けられた読書運動の方法研

究会は，これらに対する解決策が求められたわけであ

る。研究会では，実践方法の浸透策に最大の主眼がおか

れ，館界奉仕思想の枠から脱却して日常の活動状態に転

換することの作用が進められた。1967年には，報告書が

上梓されることと思うので，これにより上積み作用が多

くの協力と検討によって期待されてよい。

読書運動は，たんに一館だけの問題として解決を図る

よりも，むしろ地域単位で協力しながら大きく展開を図

つた方法が効果があることは，長野・鹿児島の例で明ら

かである。この点読書運動関係の組織問題も内部対策の

欠如としてうかんでくるが，この際研究協力を大いに進

める必要があろう。まだまだ情報交換でさえ十分なされ

ているとはいえないのだから。

（4）図書購入費のうごきと増加図書冊数

表3図書購入費の推移（公立図書館）

色

名目図書新刊図平均図実質図書図書購図書購年度費書平均書単価費
（100万円）単価指数(100万円)入冊数入単価
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Ｄ
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Ⅷ
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棚
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棚
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表3は，公立図書館全体の図書購入量のうごきを調べ

たもので，1958年を基軸に新刊図書の平均単価を指数と

して公立図書館の名目図書費を除したもので，その実質

図書費を算出したものである。これでみると，1958年と

1965年では名目図書費は2倍強にふえているに拘らず，

実質上では1千万円の増しかみていない。この1千万円

の増は，図書館数の増に結びつくものであるので1館1

館の単位にした場合は，殆んど増加の傾向はないことに

なる。しかしながら図書購入冊数は，8年の間着実に伸

びている。‘58-‘65年の間に約27万冊の増であるが，こ

のことは図書購入単価（名目図書費を購入冊数で除した

もの）の推移でわかるように，新刊図書の平均単価との

間に純然たる比較差違がでていることによる。1965年新

刊図書の平均単価は2.15倍，一方の図書購入単価は1.68

倍であり，821円と619円では200円近くの差が生じてい

る。以上まとめると，図書館数の増はあっても実質的図

書費増を伴わず，また図書単価の上昇にさえも追いつい

ていず，いきおいそれをカバーする手段として図書の購

入冊数を維持するために安価な図書で補っているとい身
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るのではなかろうか。

読書運動を開始するに際して，また継続発展させるに

際して，基本の主要財である図書は，十分に確保されな

ければならない。長野県におけるPTA母親文庫も，鹿

児島県における母と子の20分間読書運動も，1964～66年

度においては，一様に献本運動が行なわれた。‘‘愛の一

冊寄贈運動，'，‘‘心に火をたく献本運動,'などのキャッ

チフレーズのもとに展開された理由は，運動の広範囲な

拡がりに追従しえない図書の不足を補充する案出であっ

たといえる。

戦後の読書運動は，民衆自身の積極的な参加による大

衆運動の形態をとった。その多くは，不読者層の開拓に

主眼が傾注され，図書を身近なものとすることで具体的

な形態をとった。熊本県の八代市では，図書館の本を読

んでも読まなくても1年間町内の各家庭に貸し出した。

1年後にその半数は，図書館との接触を深めていったと

いう。こうした意味合いからは，地域住民の身近な場所

に読書施設を遇さねばならないことの必要性が推量でき

公共図書館の読書運動

るが，先述した図書購入費のような条件下では，とても

その意を満たせるものではない。献本・献金運動なる性

質のものは，図書館活動（読書運動〕が十分努力されて

いると認められないと，成功のおぼつくものではない，

がとにかく地域住民の税外負担となるので最後的にとら

れる手段ではある。

ここで問題となるのは，図書館が不足するから読者数

が獲得できないのか，またはその反対に読者数が少ない

ことによって図書費が不足するのかの因である。多くは

前者である傾向が強いが，読書運動と図書費の関係は非

常に緊密である。図書費と読者数の相乗作用をもたらす

よう努力していくことは，近々の肝要事である。

註

1）鈴木賢祐：図書館開発（山口図書館だより78：2－4）

統計表は，日本図書館協会発行の「日本の図書館」と，出版

ニュース社発行の「出版年鑑に」よる。

Summary

Themainpurposeofthereadingmovement

managedbypubliclibrariesistowidenthestratum

ofusers・Therearequiteafewregionsthathave

nopubliclibraryatall，somanypeoplearenotable

tobenefitfromlibraryservices・Therefore，ourdirect

aimsaretobringservicestosuchareasandgain

wideruseoflibrariesbythosewithinthepresent

serv1ceareas･

Thetotalnurnberofpubliclibrary-cardholders
紐

inl966waSaboutonemillion，including220thousand

usingbookmobiles・Thisisonlyl％ofpopulation

-toosmallindeed1Atotalofaboutl,033million

copieswegeloanedout，whichislOcopiesperindi‐

vidualayear・Registeredrural-readinggroupstotalled

32thousand，Forthesakeofthesegroups，weend‐

eavouredtosecureasmanybookstationsaspossible，

tooffersuitablebooks，andtoorganizeusersby

meansoflocalreadingcirclesormeetings・Everywhere

themostimportantproblemwasthefindingand

instructingofgroupleaders・

Inorder・toimprovereadinginterests，recomme‐

ndedreadinglistsandbookreportswerefumished・

IncreasingthenumberofbooksinCirculationisthe

mostpressingproblem・Thoughthemoneyspenton

booksincreasesyearly，prices‘risesofastthatthe

numberofnewcopiesperyeardosenotincrease・

Thiscreatsadrawbackinincreasingthenumber

ofreaders．
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1966年の読書界※

‐一国内時潮一

東京学芸大学北島武彦鵜‘

1月

昭和40年度朝日文化賞決る

昭和40年度朝日文化賞は18件（19氏，1団体）に授賞

と決ったが，文化賞は次のとおり

部落問題研究における業績社団法人部落問題研究所

（代表奈良本辰也）

中国法制史研究への貢献仁井田睦

「渋沢栄一伝記資料」の完成と日本近代経済史の資料

集成への貢献土屋喬雄

日本美術についての広範な啓発活動矢代幸雄

日本映画を国際的地位に高めた功績黒沢明

元素の起源と星の進化に関する研究林忠四郎

アマチュア野球，ことに高等学校野球の育成，発展に

多年尽した功績中沢良夫，佐伯達夫

芥川賞，直木賞決る

第54回芥川賞，直木賞の選考委員会は17日東京でひら

かれ，芥川賞は高井有一「北の河」（｢犀」4号)，直木

賞は新橋遊吉「八百長」（｢讃岐文学」13号)，千葉治平

「虜愁記」（「秋田文学」23～27号）の各氏に決った。

大作「青年の環」近く15年ぶりに完結

長らく未完成だった野間宏氏の小説「青年の環」が15

年ぶりに完結されるという。その第1巻（第1～2部〕

はすでに河出書房より出版されているが，完成すれば5

部作，全4巻，原稿用紙5千枚の大作となる。この小説

は裕福な青年と恵まれない青年の2人の主人公を対極と

器Domesticinformationsonreading

識K1TAJIMA，Takehiko（TokyoGakugeiUni

versity）

し，第2次大戦直前の3ケ月間の状況を背景として，戦

争・部落問題・青年と左翼運動・性などさまざまな問題

を扱っている。

三島氏ら受賞芸術祭賞奨励賞

第20回芸術祭賞授賞式は20日，東京国立教育会館でお

こなわれた。中村文相から脚本「サド候爵夫人」の作家

三島由紀夫氏等に芸術祭賞，同奨励賞が与えられた。

第17回読売文学賞決る

第17回読売文学賞が次のとおり決った。

小説賞庄野潤三「夕べの雲」

戯曲賞「北条秀司戯曲選集」

伝記賞柳田泉「明治初期の文学思想」

詩歌・俳句賞那珂太郎「音楽｣，柴生田稔「入野」

研究・翻訳賞中西悟堂「定本野烏記」

現代に生きる「激石」根強いブームの背景

今年は激石の生誕百年に当るというので，講演会やら

展覧会，出版界でも大変なブームにわき立っている。同

じ明治の文豪といっても森鴎外や幸田露伴などとは人気

の点で一ケタも二ケタもちがっているようで，外国でい

えば，さしずめシェークスピア級である。

3月

菅野照代氏に第28回オール読物新人賞

第28回オール読物新人賞は菅野照代氏「ふくさ」に決

った。

生野氏ら3人第9回高村光太郎賞

第9回高村光太郎賞は8日，次の3氏に決った。

造型部門彫刻「裸婦」一色邦彦，同「テンション

とコンブレッション」篠田守男
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詩部門「生野幸吉詩集」（思潮社刊）生野幸吉

第5回女流文学賞決る

第5回女流文学賞は11日の選考委員会で，円地文子氏

の「なまみこ物語」に決った。円地文子氏には「女坂｣，

「女面｣，「ひもじい月日」等の著書がある。

トインビーに打込む‘‘電力の鬼'’

世界的なイギリスの歴史家A、トインビーの主著「歴

史の研究」の完訳実現にわが国電力界の長老松永安左衛

門氏が全力を傾注している。テキストで全12巻,優に6千

頁をこえ，邦訳で各巻5百頁平均，24巻になるという。

中島河太郎氏に日本推理作家協会賞

第19回日本推理作家協会賞は12日，中島河太郎氏の

「推理小説展望」（東都書房刊）その他の評論活動に決

った。

学士院賞決る

日本学士院は12日の総会で昭和41年度の恩賜賞，日本

学士院賞の受賞者を次のとおり決めた

恩賜賞「原始仏教聖典の成立史研究」前田恵学

（東海学園女子短大教授）

学士院賞「平安朝伝来の白氏文集と三蹟の研究」

小松茂美（東京国立博物館書蹟室長）

同「ビトリアの国際法理論」伊藤不二男

（九大法学部教授）

同「近江商人中井家の研究」江頭‘直治（滋

賀大学経済学部教授〕その他4件

第6回田村俊子賞決る

第6回田村俊子賞は14日，萩原葉子氏「天上の花」

（新潮社刊）に授賞と決った。

第22回文学界新人賞決る

第22回文学界新人賞は17日，野島勝彦氏「胎」に決っ

た。

吉野作造賞に衛藤，坂本両氏

中央公論社が論壇を対象に新設した第1回吉野作造賞

は22日，衛藤藩吉氏「日本の安全保障をどう高めるか｣，

坂本義和氏「日本外交への提言_'の2編に決った。

芸術選奨決る

1966年の読書界

第16回芸術選奨の受賞者が22日発表されたが，文学部

門では作家丸岡明氏が短編集に収められた「静かな影

絵｣，「街の灯」などにより受賞し，評論部門では文芸

評論家尾崎秀樹氏が「犬衆文学論」で受賞した。

4月

サトウ・サンペイ氏らに文春漫画賞

第12回文春漫画賞は2日，次の各氏に授賞と決った。

サトウ・サンペイ「フジ三太郎｣，「アサカゼ君」等

の平均的サラリーマンの日常感覚を表現した

風刺漫画

クロイワ・カズ単行本rEyeforeye」

芸術院賞受賞者決る

日本芸術院は6日，昭和40年度恩賜賞と院賞の受賞者

を次のとおりきめたが，第2部（文芸〕関係は次のとお

り

恩賜賞池部鈎洋画界につくした功績に対し

院賞中山義秀小説「咲庵」（しようあん）等の功

績に対し，永井竜男小説「一個その他」等の

功績に対し，舟木重信評論「詩入ハイネー人

と作品」に対し，山本健吉評論「芭蕉」の業

績に対し

激石の新資料がぞくぞく

生誕百年を記念するかのように，激石の新資料がぞく

ぞく発見されている。大正6年から激石全集を刊行し，

今年8回目の新版を編集している岩波書店にはすでに70

余点が集められている。内容は書簡が一番多く50数点，

ほかに漢詩，俳句の類もあるが，珍らしいのは英会話に

よせた序文で，これは明治43年海軍兵学校教官をしてい

た教え子の川井田藤助氏へあてた手紙の中から発見され

たもので，有名な激石山房の原稿用紙6枚にきちょうめ

んなペン字で会話の重要性をといたものである。

道徳指導資料第3集できる

小中学校の｢道徳指導資料｣第3集が16日文部省で出来

上った。1昨年から毎年1集ずつ出されて来たが，この
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第3集で道徳の指導資料は完結することになる。第，’

2集と同じように「愛国心｣，「人間愛｣，「社会道徳」

などの徳目に重点がおかれているが，今回は特に自分の

職業に対する努力，責任感を強調する「職業観」がとり

あげられているのが目立つ｡この指導資料は小学校1年

から中学校3年まで各学年ごとに編集されたもので，材

料は古今東西の童話・伝記・名作から集められている。

これらの中には戦前の教科書にあった「江戸城の明渡

し」の勝海舟と西郷隆盛，「青年よ大志を抱け」のクラ

ーク，野口英世の立志伝等が20年ぶりに復活している。

三つの中国語辞典日中学界友情の協力で編さん順

調にす＆む

海を越えた日中両学界の友情と協力で，3種類の現代

中国語辞典の編さんが順調にすすんでいる。愛知大学編

「中日大辞典」は中国側の好意で接収を解除された旧東

亜文書院所蔵のカード約'4万枚を基礎にしたもので,,月

刊行される。また北京の商務印書館編「漢日大辞典」は

中国側で書いた原稿を日本側の倉石武四郎中学院長らが

校訂，日本で印刷し，来春両国で同時に発売される。中

国側はお世話になったお礼に昭和45年刊行を目標に倉石

氏らが編さんしている「日中辞典」の校訂を引きうける

ことになった。

5月

児童福祉文化賞決る

厚生省は昭和41年度（第8回）児童福祉文化賞（厚生

大臣賞）を図書1点乳映画2点，児童劇1点，放送テレ

ビ番組1点に贈ることを決めたが，図書の部では加藤明

治著「水つき学校」（東都書房刊）が受賞した。

第13回産経児童出版文化賞決る

第13回産経児童出版文化賞は5日，次の作品に授賞と

決った。

加藤陸奥男少年少女日本昆虫記全5巻牧書店

安藤美紀夫水四澄子画ポイヤウンベ物語福音館

書店

生源寺美子草の芽は青い講談社

リン,ドグレーン著大塚勇三，尾崎義訳リンドグレ

ーン作品集全12巻岩波書店

山内義雄・高橋義孝・山室静等編国際児童文学賞全

集全12巻あかね害房

さ・え・ら伝記ライブラリー全10巻さ・え・ら書

房

日本児童文学者協会賞決る

第6回日本児童文学者協会賞は9日，次の作品に授賞

と決った。

今西祐行「肥後の石工」（実業之日本社刊）

那須田稔「シラカバと少女」（同上）

「一千日」に全米図書賞

このほどアメリカで毎年もっとも注目をあびる全米図

書賞の受賞作が決った。これは文学の各部門にわたっ

て，前年度の最高作にあたえるもので，賞金は1人当り

千ドル，小説ではさいきん映画にもなり，現在翻訳進行

中の評判作「愚者の船」の作者キャサリン・アン・ポー

ターの「短編全集」にあたえられ，詩では新進のジェイ

ムス・ディッキーの詩集「バックダンサーの選択｣，エ

ッセーではジャネット・フラナーが週刊誌「ニューヨー

カー」に20年来書きつづけてきたパリ通信を集めた「パ

リ日記」が，歴史。伝記部門ではハーバード大学史学教

授でケネディ大統領側近の1人であったアーサー・シュ

レジンガーの政治回想録「一千日」が選ばれたが，これ

は名実共に本命の当り作である。

盛況のH氏賞授賞会

日本現代詩人会の本年度H氏賞は入沢康夫氏の「五月

の詩祭」に贈られ，その授賞会が23日夜，東京の紀伊国

屋ホールで盛大にひらかれた。入沢氏は明治学院大学助

教授，フランスの幻想的詩人ネルバルの研究家で，知的

でロマネスクな作風の詩人である。

6月

ソ連で現代日本文学の紹介盛ん

ソ連の海外文学専門誌「イノストランナヤ・リテラト

ウーラ」（外国文学）5月号に安部公房の長編「砂の
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女」が翻訳，掲載されたが，このところソ連では日本の

現代文学の翻訳が盛んで，遠藤周作「海と毒薬｣，五味

川純平「人間の条件｣，松本清張「深層海流｣，開高健

「巨人と玩具」など，作品選択もバラエティに富んでき

た。

集めた資料数千点「戦史文庫」を作る中野五郎氏

戦史研究家の中野五郎氏はこれまで集めた数千点の資

料を中心に，戦史文庫を作ろうとしている。同氏は元朝

日新聞記者で，この40年間に集めた資料は5千点を越

え，戦況報告，記録，回想録，戦史などが主なもので，

中には第2次大戦前米国で出された排日文書や宣伝資料

「日本人と中国人の見分け方」といったようなものまで

ある。

吉村昭氏に太宰治賞

第2回太宰治賞は18日，吉村昭氏の「星への旅」（筑

摩書房刊）に決った。同賞は雑誌「展望」の復刊を記念

して昨年設けられた文学賞で，記念品と副賞30万円であ

る。

三氏にエッセイスト・クラブ賞

第14回日本エッセイスト・クラブ賞は25日，次の3氏

に授賞と決った。

白崎秀雄「真贋」（講談社刊）

西山卯三「住み方の記」（文芸春秋刊〕

阿部孝「ばら色のばら」（高知新聞社刊）

秋山氏に第1回長谷川伸賞

第1回長谷川伸賞に演劇評論家秋山安三郎氏が決ま

り，26日授賞式がおこなわれた。同賞は故長谷川伸氏を

記念し，大衆文芸や演劇等の分野で功労のあった人，ま

たは新人を対象に授けられるもので賞金は10万円，秋山

氏は「多年にわたる演劇評論」の功によりおくられた。

1966年の読書界

第55回芥川・直木賞の選考委員会は18日ひらかれ，芥

川賞は該当作なく，直木賞に立原正秋氏「白い雷粟」

（｢別冊文芸春秋」94号）ときまった。立原氏はソウル

に生れ，早大国文科を中退，主な作品は第51回の芥川賞

候補となった「薪能」はじめ，「剣ケ崎｣，「漆の花」等

がある。

アラビアン・ナイト原典の直接訳に打ちこむ前島氏

アラビアン・ナイトがアラビア語源典から直接日本語

に翻訳される。幾通りもの日本語訳が出ているが，いず

れも英，仏，独語に一度訳されたものをテキストとする

重訳で，原典からの直接訳は今度がはじめてである。す

でにその第1巻は平凡社から刊行されているが，訳者は

慶大東洋史の前島信次教授である。

8月

チャーチル伝記近く第1巻出版

「ウィンストン．S・チャーチル」伝（全6巻）が目

下彼の息子ランドルフ氏の執筆，編集で進められている

が，その第1巻が近くロンドンのハイネマン社から出版

されることになった。

9月

鈴木佐代子氏に女流新人賞

第9回婦人公論女流新人賞は鈴木佐代子「証文」に決

った。

第14回地上文学賞決る

第'4回地上文学賞（主催家の光協会〕は藤田博保氏

の「十六才」（｢地上」9月号）に決った。

国際アンデルセン賞決る

第6回（1966年度）国際アンデルセン賞（スイス国際

児童図書協議会主催）の授賞作品が決ったが，6日日本7月 ノU二二‐自画唖＝－し『犀ノレコヱ具'1Fロロ〃み〃てつノー〃入，0口口'4》、

の作品として福田清人氏の「春の目玉」（講談社刊）が

江戸川乱歩賞決る受賞したと発表された。

江戸川乱歩賞選考委員会は1日，昭和41年度（第12 谷崎潤一郎賞「沈黙」へ

回）の受賞作を斉藤栄氏の「殺人の棋譜」と決めた。第2回谷崎潤一郎賞は16日，遠藤周作氏の「沈黙」に
直木賞に立原正秋氏決った。
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「期待される人間像」最終報告「悪質な週刊誌，映画，広告にはマスコミ倫理懇談会全

これからの国家社会で，必要な人間とはどういうもの国協議会から反省を申入れる必要がある」と意見がのべ

でなければならないか－いわゆる「期待される人間像」られた。

の最終報告が，19日文部省でひらかれた中央教育審議会名古屋，岐阜両市で新聞大会

で了承された。これは第19特別委員会（主査高坂正顕「新聞で見る知る正しく批判する」の標語の下に第19

東京学芸大学学長）を中心に「期待される人間像」の検回新聞週間が20日からはじまるが，週間中の最大行事，

討をすすめ，昨年1月その中間草案を発表したが，今度新聞大会が名古屋・岐阜の両市で関係者約430名の参加

の最終報告は中間草案に対する各方面からの反響をおりの下におこなわれる。

こんで修正したものである。 文化勲章3氏に文化功労者を東山千栄子さんら7人

第23回文学界新人賞決る 今年度の文化勲章は「本日休診」などユニークな小説

第23回文学界新人賞は22日，次の各氏に授賞と決っで知られる井伏鱒二氏，日本画の徳岡神泉氏，結晶化学

研究の仁田勇の3氏に贈られる。文化功労者はこの3氏たo

宮原明夫「石のニンフ達｣，丸山健二「夏の流れ」 のほか，新劇の東山千栄子，ジャーナリストの高石真五

近代文学館に高見順文庫 郎，法理学のl直藤恭，「日本文学史」を集大成した久松

ガンとのきびしい斗いで世間の感動をよんだ作家高見潜一，物理化学の堀場信吉，皮膚病学．梅毒学の松本信

順氏をしのぶ会が21日，東京でひらかれた。この席上，一，工芸の山崎覚太郎の7氏が選ばれた。

日本近代文学館理事長伊藤整氏から，高見氏の蔵書約1 両ユダヤ人作家にノーベル文学賞決る

万5千余冊を中心に，雑誌2万冊，文庫本など約2万冊今年度のノーベル文学賞はイスラエルの作家シュムエ

が近代文学館に寄贈され，「高見順文庫」を設けることル・ヨゼフ・アグノン氏とドイツ生れのユダヤ人（現在

が披露された。Iまスエーデン国籍）で詩人のネトー・ザクス女史の2人
に授賞と決った。スエーデン王立アカデミーはアグノン

10月
氏の作品については「ユダヤ人の生活をモチーフにし

た，きわめて個性的な物語｣,．ザクス女史については文芸賞決る

復活第1回文芸賞（主催河出書房新社）は入選作と「イスラエルの運命を力強く描いた，見事な叙情的，劇

して金鶴泳氏の「凍える口」を選んだ。 的作品」とのべている。

農村青年が見事当選モスクワ放送の懸賞小説司馬遼太郎氏らに菊地寛賞

神奈川県小田原市早川でミカン栽培をしている大津一第14回菊池寛賞は21日，次のとおり決った。

太さん（32才）がモスクワ放送募集の懸賞小説に応募し 司馬遼太郎新鮮な史眼による小説「竜馬がゆく」，

た「草の根大根」が1位で当選，11日モスクワ放送の招「国盗り物語」の完結

待で横浜港からバイカル号でモスクワへ出発する。石坂洋次郎常に健全な常識で明快な作品を書きつづ

野間児童文芸賞決るけた功績

第4回野間児童文芸賞は福田清人氏の「秋の目玉」 毎日新聞社外信部「燕山夜話」をいち早く紹介し，

（講談社刊）に授賞と決った。中国の文化大革命を報道した業績

悪質な週刊誌は反省を全国金沢マスコミ大会博物館・明治村民間独自な力で明治の文化財の保

マスコミ倫理懇談会全国協議会など主催の第10回全国存，再現につとめつつある努力

マスコミ金沢大会2日目の5日，「情勢対策」分科会で
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第9回日経経済図書文化賞決る

第9回日経経済図書文化賞は3日，次のとおり決っ

た。

富永健一社会変動の理論岩波書店

西川俊作地域間労働移動と労働市場有斐閣

伊藤政吉アメリカ金融政策岩波書店

尾高邦雄日本の経営中央公論社

野田一夫編戦後経済史日本生産性本部

第20回毎日出版文化賞決る

第20回毎日出版文化賞は3日，歴史学研究会編「日本

史年表」（岩波書店刊）他10点に授賞と決定，うち特別

賞は次の作品に与えられた。

家永三郎等編日本文化史全8巻筑摩書房

横山隆一勇気（漫画筆）日本YMCA同盟出版部

野間文芸賞に井伏鱒二氏

第19回野間文芸賞は10日j井伏鱒二氏の「黒い雨」

（新潮社刊）に授賞と決った。

第2回日本翻訳出版文化賞決る

第2回日本翻訳出版文化賞は15日，次の作品に授賞と

決った。

理想社カント全集第15巻「自然地理学」（三枝充

恵訳）

筑摩書房世界文学大系第76巻「パミラ」（サミュ

エル・リチャードソン著海老原俊治訳）

「トリストラム・シャンデイ」（ローレン

1966年の読書界

ス・スターン著朱牟田夏雄訳）

人文書院「転身物語」（オヴィディウス著田中秀

央，前田敬作訳）

タイム・ライフ・インターナショナル社「ライフ人

間世界史」の「古代ギリシア」（C，M・

バウラ著）「ローマ帝国」〔モーゼス・ハ

ダス著日本語版村川堅太郎監修タイ

ム・ライフ・ブックス編集部編）

新潮社文学賞阿川，萩原両氏に

第13回新潮社文学賞は15日，阿川弘之氏の「山本五十

六」（新潮社刊)，萩原葉子氏の「天上の花一三好達治

抄一」（新潮社刊）の作が受賞と決った。

12月

第10回農民文学賞決る

第10回農民文学賞（主催日本農民文学会）は大岩鉱

氏の「杉っぺ菩薩」（小説・「詩と散文」13号〕に決っ

た。

第13回小説新潮賞決る

第13回小説新潮賞は3日，青山光二氏の「修羅の人」

（講談社刊）が受賞した。

加藤，松田両氏に第6回室生犀星賞

第6回室生犀星賞は7日，加藤郁平氏の「形而情学」

（昭森社刊）と松田幸雄氏の「詩集1947-1965」（地球

社刊）に決定した。

(注）本稿をまとめるに当り，「朝日新聞縮刷版」と「出版
年鑑1967」を参考にした。

海外の研究』盾報＊

野間教育研究所高木和子器器

読みの改善」で，24ケ国より500名の参会者があった。
第1回国際読書学会議

本学会からも阪本一郎会長，尾原淳夫理事が出席，阪本

8月8日，9日の両日，パリのユネスコ本部で第1回会長は日本の読書界の展望について発表された。この会

の国際読書学会議が開催された。テーマは，「世界中のの内容その他については「読書科学35号」に掲載されて
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いるので省略する。

第11回IRA年次研究大会

この大会は5月4日から7日までテキサス州ダラス市

で開催された。中心テーマは，「読みについての見とお

し（VistasinReadnig)」で，現場の教師向きの10の

分科会と，専門家・研究者向きの10の部会とに分かれて

研究発表が行なわれた。さらに，シンポジウム・討論会

・文学の夕べなどの催しもあった。主な内容を次に紹介

する。

a）分科会

10の主題について，小学校低学年，小学校高学年，中

学校，高等学校，大学の4つの学年水準別に発表が行な

われた。10の主題とその主な内容は次のとおりである。

1発達読書

各学年水準における発達的な読みのスキルの問題，そ

の指導法などについての発表があった。

2理解力の確立

思考過程としての読み，理解をともなった読みの発

達，他教科における読み，文学の読みなどがとりあげら

れた。

3読みの教育の一部としての文学

永続きする娯楽的読書興味の確立，明かるい未来の創

造のための文学指導，個別化・個性化した文学，読みき

かせることによる文学への導入などについて。

4読書材料

基礎教科書・補充教材の使い方，テレビの利用法，視

聴覚教材の利用，読書材料の読みやすさの問題等につい

て発表があった。

5組織化された教室指導

教室指導における組織化のしかたと，それに関連した

指導計画についての問題が，特に個人差に留意した観点

から報告された。

鵠Informationsabroadonthestudyofreading

識TAKAGI，Kazuko（NomalnstituteofEduca‐

tionalResearch）

6読みのカリキュラムの作成

各学年水準におけるいろいろなカリキュラムの案が発

表された。

7注目すべき読みの指導計画

デトロイトで行なわれているプロジェクト，英・米の

比較，各学年水準ごとの指導計画の問題点，スカンジナ

ビアの高校でのプログラム等が報告された。

8読みのカウンセリングとガイダンス

教師や臨床家のガイダンス，強度不振児に対する指

導，大学におけるガイダンス計画での臨床家の役割など

について。

9学級内における矯正指導

読書困難の予防，診断，教室内での指導のしかた，矯

正場面における個別指導，学年水準別の読書困難の発見

と治療等について。

10緊急問題

読みのレディネス完成の見極わめ方，i、t・a．

（入門期用アルファベット）の使用について，治療指導

に未訓練職員を用いないこと，近代化した社会が要求す

る読み，読みの教師の教育程過の問題などがとりあげら

れた。

b）部会

10の主題の下でいくつかの下位テーマについて発表が

行なわれた。それらの主な内容は次のようであった。

A読みの教師の教育

1．就職前（学生時代）の教育

2．在職中（現場の教師〕の教育

3．NDEA(NationalDefenceEducationAct)，

主催の講習会の評価

4．読みの専門家の必要性について

B読みの指導への言語学の導入

1．展望

2．学童期初期のあつかい方

3．授業への言語学の導入

4．言語学の多方面への貢献

C環境的影響による読みの問題
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』読みにおける評価一一

1評価のいろいろな側面

2クラス担任教師による評価

3評価におけるプログラム

4臨床家による診断

c）シンポジウム

現場の先生を対象とする4つの主題のシンポジウム

が，学年水準別に行なわれた。その4つの主題は次のと

おりである。

1研究結果とよりよい実践との結合

2教師は研究結果をいかに応用したらよいか。

3読みの専門家は研究結果をいかに応用したらよい

か．

4学校管理者は研究結果の応用をいかに援助すれば

よいか。

この他，12の主題別の自由討論会・説明会・公開授業

・授業に関するフィルムの上映なども催された。

この大会では，従来からとりあげられていた読みへの

入門期の指導に関する研究に力が入れられていること

と,小学校時代からの文学教育,読書興味の問題などわが

国では以前から重要視されていた問題がとりあげられは

じめていることなどが目新しい傾向であるといえよう。

'P

－1childrenwithoutに対する読みのプログラム

2文化的に不遇なものの特性

3二重母国語：実際的活動

4二重母国語の子どもに対する読みの指導

Dリテラシーの普及

1傾向と見通し

2成人文盲に対する最近のプログラム

3教材と指導法

4公共団体の役割

E個別化された読みの教育

1個別化された読みのプログラムの発達

2個別化された読みのプログラムの実施

3個人差に対する対処

4個人的読書

F一年生の読みについての国家的研究

NCRE（NationalConferenceofResearch

inEnglish）共催

1展望

2～4特殊研究：レデイネス期，入門期におけ

る，従来の指導法の新しい指導法との長短の比

較研究が中心になっている。

G研究報告

1低学年について

2「弁別」についての研究

3修正された教材と指導法の効果

4その他の報告

H研究計画

1研究計画の欠点の改善

2計画立案に対する示唆

3応用

4研究計画上の観察報告

I読みの多規律的側面

1読みの心理学

2知覚

3読みの不振における神経学的要因

4読みの不振児のあつかい方

虚
す

守一

読みの教師のための講習会

合衆国教育庁主催のNationalDefenceEducation

Actの講習会がアリゾナ大学で5週間にわたって開かれ

たのをはじめとし，各地の大学で，教師向けの夏期講習

が催された。そのテーマとなったものを二・三あげると

次のようである。

教室内での診断と治療の問題について（ロードアイラ

ンド大学）

読みの指導一実際性と柔軟性を中心に（ジャージー

市州立大学）

読みにおける知覚的概念的発達（シラキュー大学〕

この他,IRAの大会の前にも教師のための講習会が

もたれた。

3

。
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読書科学（X’4〕 句

寺

報会

研究談話会（5月22日）

IRAシアトル大会に参加して阪本敬彦氏加賀秀夫氏

常任理事会（6月26日）

1．総合研究の継続について－~文部省に申請していた研究費

補助は不採択となった。ぜひ継続したい領域については本会

の予算でまかなうことにする。

2．本年度大会プログラムについて－これを編成した。

3．読書科学賞の選考について－この選考委員会は常任理事

会が代行することにし，別掲のごとく予選をした。

常任理事会（7月18日）

1．本年度大会について－準備をすすめた。

2．会計監査について一監事からその報告がなされた。

3・視察依嘱について－本会常任理事滑川道夫氏が渡米され

るので，ついでにアメリカでの読書科学研究の実情を視察す

ることを依嘱した。

常任理事会（3月27日）

’・理事長の選出について－－理事会の委託によって常任理事

会が理事長の選出を行なった結果，阪本一郎氏が再選され

た。したがって会則10条により同氏が次期の会長となる。

2.IRA年次大会への参加について－5月にシアトルで開

かれる上記の大会には加賀秀夫，阪本敬彦の両氏が参加する

ので，本会の代表者として承認した。

3．IRA会員の来日について－前会長Bracken夫人の引

率する25名のIRA会員が観光をかねて来日するので，先方

の希望によって次のように予定を組んだ。

7月28日午前区内小学校の授業参観と合同研究会

7月30日夜会食と自由討議

4．昭和42年度大会の準備について一日時等について仮決定

をした。

研究談話会（3月27日）

読書困難児の研究と問題点岡本至六氏

常任理事会（4月24日）

1．本年度大会について－8月7～8日，国立教育会館に決

定。

2．読書科学賞の選考方法について－会員及び関係有識者に

授賞候補者の推薦を求めその結果にもとづいて選考委員会が

決定する。同奨励賞については「読書科学」35，36，37号に

発表の論文の中から会員の推薦を求める。．

研究談話会（4月24日）…

漢字の読字力の発達に関する研究福沢周亮氏

常任理事会（5月22日）

1．IRA視察団の来日日程について一一既報のとおり7月28

日午前中渋谷区大向小学校で実地授業を参観。そのあと合同

研究会。同30日八芳園で本会役員との懇談会と決定した。

2．IRAシアトル大会について一一阪本（敬）加賀両氏は諸

行事に参加して無事帰国した。1970年の第3回国際会議の候

補地として日本とオーストラリヤがあげられているという。

3．本年度大会について－「読書能力の開発に関する研究」

を主題とする。その他の準備をすすめた。

動

読書科学賞選考経過

このことについては4月24日の常任理事会の決定にもとづい

て，本会会員及び関係有識者に授賞候補者の推薦を依嘱したと

ころ，多数の自他薦があったが，選考委員会において次の5件

にしぼり，さらに本会理事の投票を経た。

(1)鈴木徹造氏一‘‘出版年鑑，，の編集者。民間の事業として

出版関係の貴重な資料である年鑑を編集している努力。

(2)日本書籍出版協会一‘‘日本の出版界一その歩みと現

状''は日本の出版界及び関連産業を詳細なデータに基いて解

説し，今までに類のないもので，その価値は高い。

(3)鳥越信・森久保仙太郎氏一‘‘3才から6才までの絵本と

童話，，（誠文堂新光社）が，絵本と童話の選び方与え方につ

いて，平易にしかも客観的なスタンダードを作った。

(4)西原慶一氏一一実践国語研究所を主宰し，月刊誌「実践国

語」を編集発行して，読書に関する研究を促進した。

(5)子どもの本研究会一‘‘私たちの選んだ子どもの本'，を編

集発行して，子どもの読み物の選択に明確なスタンダードを

作った。

虚
騨
毎

－50－



砂

､‘
ﾒーｰ

会 報

れているか三重大学佐藤貢

3：00特別講演ケストナー論

中央大学教授高橋健二

4：30懇親会

第2日

午前

9：30総会（別掲）

司会緒本良平・西村友円

10：25読書不振児の治療教室

一読みの過程における問題について－

川越市立山田小学校猪本良平

10：50読書能力の診断と読書生活の問題点

一読書教育のための基礎調査から－

豊田市立上謄見小学校伊予田博

11：15読解過程の研究

一読書態度の読解に及ぼす影響について一

東京大学石原敏道

11：40学習技術としての読書能力

亜細亜大学室伏武

午後司会岡田明・加賀秀夫

1：30児童読み物の現状

新宿区立落合第二中学校今村秀夫

世谷田区立烏山中学校○黒沢浩

1：55最近の出版界の動向（招待発表）

日本書籍出版協会佐々木繋

2：20漫画サザエサソのユーモアの分析

日本女子大学岩坂安希子

相模優子

○阪本一郎

友正真子

3：00特別講演”少年倶楽部の想い出

講談’社顧問加藤謙一

理事会（8月7日）

1．常任理事会の報告及び提案について－常任理事会からの

昨年度の事業報告及び本年度以降の事業に関する提案を承認

した。

2．予算・決算について一昨年度決算を承認し，本年度予算

について審議の上，別褐のように決議した。

.，

投票の結果により選考委員会では満場一致で西原慶一氏に決

定した。なお日本書籍出版協会は投票前に辞退された。

次いで読書科学研究奨励賞については会員の投票が大神貞夫

氏に集中しており，選考委員会にも異論がなく，満場一致で同

.氏に決定した。

IRA視察団との合同研究会

IRA前会長Bracken夫人（現南メソジスト大学教授）を

団長とする視察団28名が来日したについては，予定のとおり7

月28日午前9時から渋谷区大向小学校（校長近藤修博氏）の協

力によってまず実地授業を合同参観した。指導者は同校教諭赤

松秀夫氏。3年1組。物語「アフリカのたいこ」（瀬田貞二作）

の主題把握の指導であった。

次いで研究会を持った。赤松教諭に対する質疑応答，田中教

諭の入門期指導の問題，近藤校長の同校教育全般の説明などで

話は尽きなかった。正午散会。

30日午後7時から八芳園でのテンプラの会食に招待され，理

事有志も参加して交歓した。

壱

蝉
．
§
を

第11回研究大会（昭和42年8月7～8日）

後援文部省，全国学校図書館協議会，日本図書館協会

会場国立教育会館

第1日

午前．司会福沢周亮・室伏武

10：00漢字の読字力の発達東京教育大学福沢周亮

10：25語蕊力の発達東京学芸大学河井芳文

10：50読みにおける柔軟性の発達

立正学園女子短期大学岡田明

11：15読書不振児の研究(1)野間教育研究所阪本敬彦

11：40読書不振児の研究(2)野間教育研究所高木和子

午後

12：10理事会

司会佐藤貢

1：30大学生における速読訓練の効果について

東京教育大学佐藤泰正

1：55身体疲労が読速度に及びす効果について

順天堂大学加賀秀夫

2：20「若きウエルテルの悩み」は如何に読ま

‘

や
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読書科学（X’4）

3．総会に提出すべき議案について一別褐のように決議し

た。

総会（8月8日）

(1)会長あいさつ

(2)事業報告及び事業計画

a、総合研究について

昭和41年度の文部省の総合研究費による「読書能力の開発

の基礎的研究」は，既報のように3部門にわかれて研究をす

すめ，本大会第1日に発表した段階まで到達した。続いて42

年度も継続申請をしたが遺憾ながら不採択になったので，本

年度は細盈ながら会の予算の範囲内で研究を継続する。

b，標準読み物研究について

この特別委員会では，人格形成の系統的な発達課題に応ず

る適書の選定を行なってきた。ようやくその選定を終わり，

目下印刷中である。今秋，学芸図書KKから発行の予定。

c・機関誌の発行について

「読書科学」第10巻第4号は「1966年年報」として編集中

のところ，まだ原稿が揃わないので遅刊している。

d、IRA関係について

昭和41年8月ペリーで開かれた第1回国際読書学会議に阪

本・尾原両氏が出席し，日本の読書界の展望について阪本氏

が発表した。また42年5月シアトルで開かれたIRA年次大

会には阪本(敬）・加賀両氏が出席し，日本の読書入門期の指

導の研究について阪本(敬)氏が発表した。来年の第2回会議

Iまコペンハーケソで8月に，年次大会はボストンで5月に開

かれる予定で，後者への招待はすでに届いている。会員をぜ

ひ送りたい。

e・教育課程審議会に進言することについて

同会では教育課程の改善についての中間まとめを発表した

が，その中で国語科の中に読書指導が計画的・組織的に行な

われるようにすることを方針としてあげている。このことに

ついて具体的な意見と資料とをまとめて進言するため，特別

委員会を発足する。

f・予算・決算の承認（別掲）－

9．読書科学賞の贈呈（別掲）

昭和41年度決算

I収入’≦1,195,711円

前年度くりこし金29,797

会 費

賛助会費

売上金

広告料

第10回大会参会費

印 税

利子

Ⅱ支出

機関誌出版配布費

同上負債返却

第10回研究大会費

人件費・謝金

本部運営費

消耗品・印刷費

通信費・交通費

研究会費

次年度へくりこし

Ⅲ残高

昭和42年度予算

I収＝入

前年度くりこし金

会 費

賛助会費

売上金

広告料

第11回大会参会費

利 子

Ⅱ支出

機関誌出版配布費

第11回大会費

人件費・謝金

本部運営費

消耗品・印刷費

通信費・交通費

研究会費

雑費

Ⅲ差引

342，960

．660,000

69，600

34，000

22，300

34，450

．2,604

1,195,711円

596,300

120,000

72，446

126,200

81，907

51，250

68，255

15,000,

64,353

0円

i

1,231,353円河

64,353.

400,000

660,000’

50，000‘

35,000

20,000°

2,000,

1,231,353円

900,000』

計70,000,

～”120,000,

50,000,

30,0001

30,000,

30，000

1，353．

0円
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